
 

平成２６年度 
篠山市当初予算の概要 

 

 

平成２６年２月 兵庫県篠山市 

 

 

篠山市のマスコットキャラクター「まるいの」のガールフレンド「まめりん」が、 

市内の小学生及び特別支援学校小学部の児童を対象とした公募により決定 
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１ 財政規模

平成２６年度 当初予算

区　　　　　分 平成２６年度 平成２５年度 増減額 増減率

一般会計 215億5,600万円 214億9,200万円 6,400万円 0.3％

特別会計〔７会計〕 125億2,921万円 124億6,939万円 5,982万円 0.5％

公営企業会計〔２会計〕 32億2,673万円 26億3,720万円 5億8,953万円 22.4％

合　　　　　計 373億1,194万円 365億9,859万円 7億1,335万円 1.9％

平成２６年度の一般会計の予算規模は、２１５億５，６００万円（対前年度比６，４００
万円、０．３％の増）となっています。増額の要因としては、篠山小学校の耐震補強工事が
大きく影響していますが、昨年度実施した繰上償還を行わないことから全体的には小幅な増
額となっています。
次に特別会計の予算規模は、後期高齢者医療特別会計、介護保険特別会計等の増により１

２５億２，９２１万円（対前年度比５，９８２万円、０．５％の増）となっています。
２つの企業会計の予算規模は、３２億２，６７３万円（対前年度比５億８，９５３万円、

２２．４％の増）の大幅な増となっていますが、これは地方公営企業会計制度の見直しによ
り水道事業会計の減価償却費が大きく増加したことによるものです。
以上、全会計を合わせた平成２６年度篠山市当初予算案の規模は、一般会計の増に加え公

営企業会計の水道事業会計の影響から３７３億１，１９４万円（対前年度比７億１，３３５
万円、１．９％の増）となっています。

300 300 318 305 
267 

226 215 216 214 217 232 
207 205 212 215 216 

247 
212 

216 
203 

196 

175 
147 147 155 

122 
120 

124 119 123 125 125 

43 
57 

85 

54 

82 

44 

37 25 28 
29 

28 
27 27 27 26 32 

0

100

200

300

400

500

600

700

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

一般会計 特別会計 公営企業会計 

-1-



２　一般会計予算の概要

         9億2,112万円　　　前年度比△2,922万円

地方譲与税（地方揮発油譲与税及び、自動車重量譲与税）は対前年度
比2,480万円、9.2％の減となり、地方消費税交付金をはじめとする6つの
県税交付金は対前年度比2,624万円、4.0％の増で、特に地方消費税交
付金は消費税率の変更により対前年度比8,739万円、22.8％と大幅な増
となっています。

23.2%

2.2%

7.2%

4.3%

8.2%

5.9%

7.0%

国庫支出金 17億5,860万円

                              前年度比＋5億664万円

37.6%

歳　　　入
構成比

市税 50億113万円　前年度比＋17万円

分担金及び負担金、使用料及び手数料

4.4%

個人市民税は所得の減少などにより3,874万円、2.2％の減、市たばこ税
は健康志向などにより、1,462万円、5.1％の減と見込まれますが、法人
市民税がアベノミクスによる影響を考慮し4,676万円、17.1％の増と見込
んだため、全体で6年ぶりのプラスとなっています。

地方譲与税・交付金等 9億5,024万円

                              前年度比＋34万円

地方交付税 81億円　前年度比△2億9,711万円

基準財政需要額では、人口減の影響等により減となるものの支所費見
直し分を考慮すると、全体としては増と見込まれ、基準財政収入額につ
いては法人市民税の精算等による減を見込み、また、地方財政計画の
伸び率から臨時財政対策債振替後の交付基準額は9,900万円程度の減
が見込まれます。さらに、縮減5年目となる一本算定による基準財政需要
額の減（15億8,000万円程度）を見込み、普通交付税は差引き3億4,711
万円の減となっています。

国庫負担金では障害者総合支援法給付事業負担金が5,655万円の増、
生活保護費負担金が1,208万円の増、国庫補助金では、民生費国庫補
助金が臨時福祉給付金給付事業補助金として1億1,465万円の増、教育
費国庫補助金が篠山小学校耐震工事による学校施設環境改善交付金
として1億6,586万円の増となっています。

県支出金 12億6,253万円　前年度比＋4,692万円

民生費負担金の障害者総合支援法給付事業負担金として2,827万円の
増、農業費補助金の緊急防災林整備事業補助金として5,518万円の増
となっています。

繰入金 15億159万円　前年度比△6億9,907万円

交付税等の段階的縮減による減額などにより収支不足を補てんするた
め財政調整基金を12億2,300万円繰入しています。

市債 15億5,721万円　前年度比＋5億6,331万円

臨時財政対策債が9億5,831万円、篠山小学校耐震工事等に係る全国
防災事業債が4億3,660万円の皆増、消防施設整備等による一般単独事
業債が9,650万円となっています。

財産収入、寄附金、繰越金、諸収入

         5億358万円　　　前年度比△2,796万円
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民生費 52億9,572万円　前年度比＋4億7,809万円

24.6%

6.3%

8.4%

平成26年4月からの消費税率引き上げに伴い、所得の低い方々への負
担の影響緩和措置として、臨時福祉給付金給付事業が1億1,466万円の
皆増、障害者総合支援法給付事業が1億2,631万円の増となっていま
す。

9.4%

下水道事業特別会計への繰出金が1,737万円の増、橋梁長寿命化修繕
計画等による国庫補助道路整備事業で1億2,982万円の皆増、災害予防
のための河川排水ポンプの購入により河川総務費で1,847万円の増と
なっています。

衛生費 20億1,603万円　前年度比△180万円

予防接種費用助成金の減による予防費が829万円の減､水道事業会計
への繰出金が1,217万円の減､修繕料や光熱水費の減によるし尿処理費
が367万円の減､環境創造専門員の減などによる環境政策費で158万円
の減となったことにより全体として小幅な減となっています｡

農林水産業費 13億5,728万円

                              前年度比△1,161万円
緊急防災林整備事業で5,520万円の増となったものの、昨年度実施した
ため池耐震点検の減によるため池等整備事業が4,961万円の減､獣害防
護柵整備工事延長の減などによる鳥獣被害防護事業が1億765万円の
減となっております｡

10.1%

構成比

総務費 21億8,777万円　前年度比△1,590万円歳　　　出
市長選挙費で2,581万円の皆増､社会保障･税番号制度導入のためのシ
ステム整備等による､電子計算費で3,686万円の増となっているものの､
参議院議員選挙費及び県知事選挙費で5,230万円の皆減､庁舎管理費
が空調設備改修工事の完了により1億448万円の減となっています｡

土木費 18億593万円　前年度比＋2億1,252万円

3.7%

議会費,労働費,商工費,諸支出金,予備費3.2%

消防費 7億8,897万円　前年度比＋4,350万円

緊急消防援助隊としても使用する消防車両購入などにより常備消防費
が4,700万円の増、消防団への小型ポンプ積載車両購入などにより防災
基盤整備事業が969万円の増となっています。

教育費 31億2,398万円　前年度比＋5億6,076万円

篠山養護学校特別教室増築工事等による学校施設維持管理費が1,821
万円の増、篠山小学校校舎・屋内運動場耐震補強工事等による耐震補
強事業が6億171万円の大幅な増、安間家資料館保存修理などによる町
並整備事業が2,496万円の増となっています。

公債費 42億6,778万円

                              前年度比△11億9,113万円
市債の通常償還は元金利子あわせて1億7,315万円の減のほか、公債費
の抑制のため昨年度実施した繰上償還を今年度実施しないため9億
8,149万円の減となっています。

         7億1,254万円　　　前年度比△1,043万円

14.5%

19.8%

民生費 

52億9,572万円 

衛生費 

20億1,603万円 

農林水産業費 

13億5,728万円 

土木費 

18億593万円 

消防費 

7億8,897万円 

教育費 

31億2,398万円 

公債費 

42億6,778万円 

議会費、商工費他 

7億1,254万円 

総務費 

21億8,777万円 
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篠山市民プラザの充実、市民活動の支援 
  

 篠山市民プラザは、市民活動団体やグループ活動の

中間支援を目的に平成２２年７月に開設して以来、

年々来訪者が増え、地域づくりなどに取り組むさまざ

まな団体やグループ、市民の拠

点施設となっています。昨年度

策定した「参画と協働の指針」

に基づき研修・セミナーの開

催、市民団体の活動状況などの

情報提供、ＮＰＯ法人登録など

への助言、活動団体のネット

ワーク化など各種団体同士や個人との連携を仲介する

など、市民団体やグループの支援組織として専門的機

能の充実を図っていきます。また、市民活動団体の活

動が精力的に実施できるような支援制度の創設にむけ

て検討を始まます。   
【市民協働課】 

予算額 694万円（うち一般財源649万円) 

明るいあいさつと応対  
  

 市民の皆さんから親しまれ、信頼

される市役所づくりをめざし、引き続き、笑

顔で大きなあいさつを心がけます。 

 平成２６年度は、職員のあいさつや接遇に関して、来

庁者アンケートを実施し、職員の接遇に対する意識の

向上に努めます。 
【職員課】 

予算額 0万円（うち一般財源0万円) 

ふるさと一番会議、こんにちは市長室、出

前講座、市長室の開放 
  

 市民のみなさんに市政の現

状等を報告するとともに、生

の声をお聞きし、施策に反映

する「ふるさと一番会議」を平成２６年度も、教育懇

談会とあわせて開催します。 

 また、毎月１０日に開催しています「こんにちは市

長室」、市長がいろんな団体や地域に出かけて意見交

換を行う「おでかけ市長室」も引き続き開催します。 

 さらに、市政への理解と協働のまちづくりを進める

ため、市民のみなさんが開催される学習会などに市職

員が出向く、篠山市「出前講座」を充実させます。 

 そして、今年は花見時期において土曜日、日曜日も

市長室を開放します。 

【秘書課、総務課】 

予算額 5万円 
（うち一般財源5万円）  

まちづくり計画作成と協議会への支援 
  

 各地区のまちづくり計画作成と活動の支援とあわせ

て、平成２６年度においては、まちづくり協議会の活

動が多様化、活発化することによって増大した事務の

負担を軽減するため、事務員配置の経費を地域づくり

交付金に追加し、円滑な組織運営を

支援していきます。 

【市民協働課】 

予算額 2,553万円 
（うち一般財源0万円、基金繰入金2,553万円） 

市民が主役の篠山市   

 ３ ポイントとなる施策 
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通勤・通学しやすい環境づくり 
 

 阪神間に近くＪＲで大阪まで１時間とい

う篠山市の地の利を生かし、通勤・通学しやすい環境

をつくろうと、篠山口・相野と大阪・新大阪間の特急

回数券（ＪＲ西日本丹波路自由席回数特急券）の購入

助成を行い、篠山口駅の回数

特急券の売上げが増加するな

ど大変好評です。平成２６年

度においても、引き続き、１

か月あたり１，５００円を上

限に半額助成します。 

【企画課】 

予算額 360万円（うち一般財源360万円） 

多紀・城東・畑・西紀北地区で

の定住促進制度 
 

 市内でも特に人口の減少や少子・高齢化の進んでい

る地区を定住促進重点地区と位置付け、若者・子育て

世帯の住宅新改築や子育てを応援しています。 

 平成２６年度においても、引き続き、住宅の新築に

５０万円、改修に最高５０万円を助成するとともに、

３歳未満児の保育料に年額２１万円、３歳児の保育料

に年額１７万７，６００円を上限に助成します。ま

た、４、５歳児の幼稚園・保育園の保育料も年額６万

円を上限に助成することで、幼稚園の保育料を実質無

料化します。 

【企画課】 

予算額 3,966万円 
（うち一般財源0万円・基金繰入金3,966万円）  

結婚相談室 

  「輪～りんぐ～」の充実 

 

 平成２１年６月から市民セ

ンター内に開設している結婚

相談室「輪～りんぐ～」は、

大きな反響を呼び、登録者数

は２５７人、成婚組数は２１

組となっています。火・木・土曜日と週３日の開設で

すが、今後も交流パーティの企画やきめ細やかな相談

により、多くの男女が良縁に恵まれ、市内で暮らして

いただけるよう内容の充実に努めます。   
【企画課】 

予算額 236万円（うち一般財源236万円) 

中学３年生までの医療費無料化  
  

 子育て・教育いちばんの篠山市をめざして、中学３年生までの医療費の自己負担の無料化を図ります。 

 これまでは、入院に係る医療費について、自己負担の無料化を実施してきましたが、平成２６年度からは３歳

から中学３年生までの通院医療費についても自己負担を撤廃することで、すべての乳幼児、こどもの医療費が無

料となります。 

 このことによって、子育て世代の経済的負担を軽減し、若

い人がふるさと篠山で安心して子育てできる環境をめざし、

「ふるさと篠山に住もう帰ろう」の定住促進を図っていきま

す。 

【医療保険課】  
予算額 1億3,726万円 
（うち一般財源9,123万円） 

定住アドバイザー、空き家活

用の充実、篠山暮らし案内所 
 

 市内１９地区に定住アドバイザー

を配置し、篠山暮らし案内所と連携

しながら、地域住民のみなさんと一

緒になった空き家情報の収集、篠山

暮らし希望者と定住アドバイザーと

の懇談会の開催、空き家や移住者宅

への訪問ツアー、専門家による改築

相談などを新たに実施します。ま

た、空き家活用事業者を募集して、

空き家活用のモデルとなる改修事業を進めるととも

に、空き家バンク等の物件が成約した場合の謝礼金制

度の拡充を行い、有効活用を推進します。 

【企画課】 

予算額 898万円 
（うち一般財源656万円・基金繰入金242万円）  

０歳から 

中学３年生まで 

子育て・教育いちばんの篠山市   

定住促進「ふるさと篠山に住もう帰ろう」  
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私立保育所の充実 
  

 就学前児童の教育・保育一体化の一環と

して、平成２６年４月、私立認定こども園ささやまこども園

が創設され、幼稚園機能を有した保育園型認定こども園が開

始されます。富山保育園については、平成２７年４月からの

認定こども園への移行をめざし、平成２６年度に園舎増築工

事などの支援・調整を進めます。４・５歳児の長時間保育料

については、私立園も含めた市内一元化を図るため、私立認

定こども園および私立保育園の保育料を平成２６年４月か

ら、「幼稚園＋預かり保育」の料金と同額に設定します。 

【こども未来課】  
予算額 8,478万円（うち一般財源3,524万円） 

高等学校との連携と通学支援 
  

 市内には、篠山鳳鳴高等学校、篠山産業高等学

校、篠山東雲高等学校と、特色ある３校がそろって

おり、それぞれの魅力をより高めるために、市や市民との連

携に努めます。 

 平成２４年度から、市内の高校に通う市内の高校生の遠距

離通学助成制度をスタートさせましたが、平成２６年度にお

いても、引き続き、公共交通機関の利用者には月額１５，０

００円を超える全額を、公共交通機

関を利用しないで１０キロメートル

以上通学する場合には在学期間を通

じて２万５，０００円をそれぞれ助

成します。 

【企画課】 

予算額 230万円 
（うち一般財源230万円） 

いじめ防止条例の制定・施行  

 
 平成２６年４月から、篠山市子どものいじ

めの防止等に関する条例を制定・施行をめざ

し、いじめの防止に取り組みます。 

【福祉総務課】 

予算額27万円 
（うち一般財源27万円）  

学力の向上  

 
 篠山の子どもたちの学力を

確実に定着させるため、新たに篠山市

学力・生活習慣状況調査を実施します。小学

校５年生から中学校２年生までを対象に国

語、算数・数学の学力調査、小学校５年生か

ら中学校３年生までを対象に学習や生活習慣

など意識調査を行い、学力の向上とともに、

好ましい学習・生活習慣づくりを進めます。 

【学校教育課】 

予算額274万円（うち一般財源274万円）  

景観と地区整備計画  
 

景観を構成する重要な要素である

屋外広告物については、平成２６年７月の施

行をめざしている篠山市屋外広告物条例を適正に運用

し、地域の特性に応じた規制誘導を行います。 

なお、この条例の施行によって改善が必要となる既

存の屋外広告物については、改修や撤去を行う場合に

費用の一部を助成する制度を創設し、篠山の魅力をさ

らに高めていきます。 

また、計画的な土地利用が必要である東岡屋地区、

丹南篠山口ＩＣ周辺地区および城下町北地区の３地区

において、兵庫県緑豊かな地域環境の形成に関する条

例に基づく整備計画を策定します。 

【地域計画課】 

予算額 119万円（うち一般財源119万円） 

「生物多様性ささやま戦略」の推進  
   

 篠山の豊かな自然環境と生物多様性の保全

または復元を図るため、平成２５年３月、「森の学校

復活大作戦―生物多様性ささやま戦略―」を策定しま

した。その具体的な推進に向け、平成２５年度から、

専門家のみなさんによる森の学校推進委員会を設置

し、公共事業における生物多様性配慮の事例の研究、

補助事業の審査などを行っています。 

 平成２６年度について

は、生物多様性促進活動

補助金を増額し、市民の

みなさんの活動の支援を

拡大します。 

【環境課】 

予算額 238万円 
（うち一般財源238万円） 

魅力あふれる美しい篠山市  
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有害鳥獣対策  
 金網による獣害防護フェンスは、これまで３８０．４㎞を整備し、平成２

６年度についても鳥獣被害防止総合対策交付金事業補助金等を活用し、１

０㎞の整備を進めるとともに、獣害柵設置の必要性がありながら、取り組みが進んで

いない地域では、継続して獣害対策や獣害柵設置にかかる説明会を実施し、地域のみ

なさんとともに協議を積み重ねていきます。 

 サル用電気柵の設置については、これまで、４２．２㎞を

整備し、平成２６年度においても１４㎞の整備を行います。 

 さらに、平成２５年度から取り組んでいます林辺整備につ

いても、里山の環境保護と合わせて補助制度を継続実施します。 

 また、サルの群れごとの個体数管理についても、兵庫県森林動物研究センターと連

携し、篠山市猟友会の協力を得ながら、適正な個体数管理に取り組みます。 

 シカやイノシシなど有害鳥獣の駆除対策では、篠山市猟友会と連携し、年間を通して銃器やわなによる駆除を

実施します。 

 また、有害鳥獣捕獲従事者の確保のため、銃猟・わな猟に従事するための資格取得経費を全額支援、駆除に対

する報償金の支給、駆除にかかる弾薬の支給などを引き続き実施します。 

【農都整備課】 

予算額 1億3,419万円（うち一般財源5,383万円） 

歴史文化まちづくり  
 
篠山城跡については、内堀石垣の復元整備を計画的

に実施し、定期的に堀のゴミ回収などを行います。ま

た、内堀の修理工事が完成するまでの間、旧市民グラ

ウンドの一部を周遊ルートとして整備し、修理期間中

しか見られない景観を観光客に公開するとともに、市

民のシンボルとしての史跡篠山城の魅力を伝えます。 

重要伝統的建造物群保存地区内の伝統的建造物等の

保存修理およびまちづくりを地区住民のみなさんと連

携しながら進めるとともに、老朽化により雨漏りなど

の損傷が激しい安間家史料館の茅葺屋根の全面修理を

行います。 

平成２４年１２月に重伝建地区に選定された福住地

区には、消火栓の設置や防火水槽など一定の備えはあ

りますが、ソフト・ハード両面からの防災強化が必要

となっています。地区住民のみなさんの理解と協力の

もと、福住の町並みの保存および活用を推進するた

め、総合的な防災計画を策定します。 

【社会教育・文化財課】 

予算額 8,401万円（うち一般財源3,028万円） 

お堀の浄化、ハスの

花とボートの復活  

 
 平成２２年度から実施し

ているお堀の浄化と外来種

の駆除については、市民の方々から高い関心と評価を

得ており、平成２６年度もこれまで同様、多くの市民

の参加を得ながら、東堀の池干しと清掃作業・外来種

駆除を実施し、きれいなお堀の復元をめざして計画的

に取り組んでいきます。 

 また、南堀のハス消滅の原因が外来種のミシシッピ

アカミミガメの食害と考えられるため、南堀の一部に

進入防止柵を設置するとともに、ハスを移植し試験栽

培を行います。 

 篠山城のお堀再生プロジェクトの一貫として、堀に

ボートを浮かべる取り組みについては、関係機関等の

調整を進め、平成２７年春の実施に向けた準備を進め

ます。    
【環境課・地域整備課・社会教育・文化財課】 

予算額 163万円 
（うち一般財源163万円）  

担い手の育成  
  

 新規就農者の確保では、京阪神の消費地

に近いこと、多くの特産物を有しているこ

となどから、新規就農にかかる相談が多く

あります。農業改良普及センターとの連携

を深め、新たに就農した方々に生活、農地

確保、住宅などの支援を継続します。 

【農都政策課】 

予算額 835万円 
（うち一般財源465万円） 

（仮称）農都創造条例  
  

 篠山農業のさらなる発展をめざし、「（仮称）農都創

造条例」を制定します。この条例では、篠山市における農業の位

置付け、安全でおいしい丹波篠山ブランドの確立、担い手の育成

と確保、特産振興、６次産業化、農地や里山の保全と継承、自然

環境との調和、農村社会の活性化などの取り組みや方針を定め、

これを実行していくための計画として、「（仮称）農都創造計

画」を作成します。 
【農都政策課】 

予算額 39万円（うち一般財源39万円） 

農都創造   
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起業支援  
  

 にぎわいの創造による地域活性化や定

住促進、空き店舗・空き工場などの利用

促進を目的とした起業支援助成事業を平成２６年度

においては、篠山らしい食や特産を活かした起業に

対して支援枠を拡大するなど、より利用しやすい制

度となるよう見直しを行います。 

【商工観光課】 

予算額 300万円 
（うち一般財源0万円・基金繰入金300万円）  

特産物振興  
  

 平成２５年９月に策定した「篠山市創造都市推進計画」では、丹波篠山黒大豆、丹波篠山山の芋、丹波篠山

栗、丹波茶など、全国に名をはせる特産物を重要な位置付けとしており、農業改良普及センターや農業協同組合

など、関係機関と連携を図りながら、篠山の特産を積極的にアピールしていきます。 

 黒大豆について平成２６年度においては、この川北・波部黒の原種を栽培する専用ほ場を整備し、安定した種

子の生産とともに、全国に誇る丹波篠山黒大豆の種子を未来につなげていく取り組みを進めます。 

 また、丹波黒大豆の枝豆をさらにおいしい黒枝豆を食べていただくため、収穫後、常温・冷蔵・冷凍などさま

ざまな保存方法による食味の変化や時間の経過による食味変化の研究に新たに取り組みます。 

 山の芋は、生産量の確保が重要となっています。種芋購入への支援や山の芋スクールを引き続き開催ととも

に、平成２６年度は、栽培農家の負担を軽減するため、雑草を抑えるアグリシート購入の支援、新たな栽培技術

の実証など生産拡大と省力化に向けた支援と研究に取り組みます。 

 丹波篠山茶では、平成２６年度において、良質の茶葉の生産と栽培面積の拡大をめざし、生産組合が取り組ま

れる共同・受託作業に使用される乗用茶刈機などの導入支援を行ないます。 

 特産物の普及ＰＲでは、秋の味覚を中心に篠山の特産をＰＲするため、京阪神地区および首都圏のみなさんに

篠山の味を知っていただくイベントを開催します。 
【農都政策課】 

予算額 1,940万円（うち一般財源1,289万円） 

 ふるさとの森の再生スタートと森林バイオマス 
 

 森林の環境を未来に引き継ぐためには、まず、その資源を利用する人を含め、多くの

野生生物が生きていくために必要な多様性に富む自然の森林を確保し、保全することが

必要です。そのためには、山林や里山の価値を正しく理解するとともに、森林の大切さ

を再認識する活動を展開することが重要です。 

 平成２５年度に森づくり構想策定委員会から提出され篠山市森づくり構想の答申をも

とに、平成２６年６月を目途に「篠山市ふるさとの森づくり構想」を策定します。 

 特に、杉、ヒノキの人工林を、平成２６年度から２０年計画で間伐したり、広葉樹林

にしたり、広葉樹林との混交林とすべく、取組をスタートします。 

 また、間伐や里山整備によって生まれる森林資源については、篠山産材の利用促進や

木質バイオマスによる有効利用に取り組みます。 

【農都整備課】 

 予算額1億2,881万円（うち一般財源1,552万円） 

企業振興・誘致と観光  
 

 市内企業の振興 

 

 市内での企業活動を支援するため、一定規模以上の

工場などを新設・増設する事業者に対して課税免除や

工場等施設整備奨励金及び雇用促進奨励金の交付を行

い、市内における産業集積および活性化の取り組みを

進めています。 

【企業振興課】 

予算額 1,660万円 
（うち一般財源1,660万円） 

ペレットストーブ 
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 マスコットキャラクター 

 （まるいの・まめりん・わるいの）  
  

 篠山市マスコットキャラクター「まるいの」

は、大変活躍しており、市内だけでなく、東北

や東京などでも篠山市のＰＲを行いました。さ

らに今後は、広報紙への連載をはじめ、市民の

みなさんに触れる機会を増やし、これまで以上に親しまれ

るキャラクターに成長するよう取り組みます。 

 平成２５年度に誕生したガールフレンド「まめりん」、職員プロ

ジェクトからは「わるいの」も提案されているので、これらのキャ

ラクターを活用し、観光だけでなく市民に元気と夢を届けていきま

す。 

【商工観光課】 

予算額 129万円 
（うち一般財源129万円） 

  観光施設の充実と

魅力アップ 
  

 高齢者や障がい者の利便性の向上を

図るため、王地山公園ささやま荘で

は、大型バスおよび障がい者向けの駐

車場を整備します。ぬくもりの郷で

は、温泉施設の要である第１泉源のク

リーニングの実施、更衣ロッカーの更

新、岩風呂の補修工事、バイオマスボ

イラーの導入に向けた実施設計を行

い、より魅力ある施設となるよう取り

組みます。  

【商工観光課】 

予算額 4,303万円 
（うち一般財源387万円・ 

基金繰入金3,380万円） 

住みよい生活基盤づくり  
 

 公共交通  

 
 篠山市において、公共交

通の確保は暮らしを守るう

えで必要不可欠なものと

なっています。そのため、

路線バスを維持するための

運行助成、コミュニティバスの運行、乗合タクシーの

運行助成を行っています。平成２６年度も公共交通ガ

イドブックの更新やコミバスのお試し乗車券を小学生

全員に配布するなどして、引き続き、市内公共交通の

利用増進に積極的に取り組むとともに、乗合タクシー

の路線変更により買い物や通院の利便性の

向上を図ります。 

【企画課】 

予算額 4,903万円 
（うち一般財源4,749万円）  

 道路ネットワークの維持

管理、補修 

 
 篠山市の生活基盤である市道は、８３１キロメート

ルの総延長があります。安全・安心な道路ネットワー

クの維持管理、補修については、舗装維持管理方針に

基づく計画的な修繕に加え、日常の道路点検による修

繕箇所の把握や自治会等からの要望に基づいて、緊急

性と必要性を考慮しなが

ら行います。 

 特に通学路の安全確保

として、これまでから懸

案事項であった弁天踏切

の安全対策として、ＪＲ

の協力による踏切内の拡

幅と、路肩のカラー舗装

工事を行います。また、通り抜け車両の注意喚起と歩

行者の安全確保のため、市道波賀野古市駅前線の

路肩のカラー舗装工事を行います。 

【地域整備課】 

予算額 1億506万円（うち一般財源7,616万円） 

 橋梁長寿命化と災害に備えた

河川整備  
  

 平成２３年度に策定した橋梁長寿命化修繕計画に基づ

き、草野大橋（草野）、立杭橋（今田町上立杭）、馬渡

橋（東本荘・向井）の橋梁修繕工事を行って安全確保に

努めるとともに、道路附属物および橋りょう附属物の点

検を行い、今後の修繕を計画します。 

 河川については、平成２５年の台風１８号による豪雨

で多数の床上・床下浸水被害を受けた糯ヶ坪地区におい

て、篠山川の水位上昇による逆流水と滞留した雨水を適

切に篠山川へ放流する必要があるため、大型の移動式排

水ポンプを購入し、浸水による被災を未然に防止して、

安全・安心の確保に努めます。 

【地域整備課】 

予算額 9,710万円（うち一般財源2,575万円） 

 自転車駐輪場整備  
  

 自転車でＪＲを利用され

る方への利便性向上のた

め、平成２５年度に草野

駅・古市駅・南矢代駅にそ

れぞれ屋根付き駐輪場を整備しました。 

 平成２６年度は、篠山口駅西口と東口

に設置している既存の一時駐輪場に屋根

を整備して、駐輪施設の充実を図りま

す。 

【地域整備課】 

予算額 152万円（うち一般財源152万円） 
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住みよいところは篠山市づくり  
 

 障がい福祉計画の見直し  
  

 平成２６年４月から、障害者総合支援法の

重度訪問介護サービスの対象者の拡大やケア

ホームのグループホームへの一元化など国の制度が変

わるなか、篠山市では障害福祉サービスの方策や必要

量を３年ごとに定めている障がい福祉計画の見直しを

行うとともに、障がい者基本計画の基本目標に定めて

いる「障がいのある人が安心して暮らすまち」をめざ

します。 

【地域福祉課】  
予算額 195万円（うち一般財源195万円） 

健康づくり  

 
篠山市では、兵庫医科大学のピロ

リ菌に関する研究を活かし、胃がん

ゼロのまちをスローガンに掲げ、平成２４年度から

胃がんリスク検診を実施しています。 

平成２６年度からは、より積極的な胃がん予防対

策の推進として、全国に先がけ、若い年代への検診

を実施します。具体的には、中学１年生全員を対象

に尿検査によるピロリ菌検診を実施し、保護者や子

ども自身の予防意識を高めるとともに、早期治療に

つなげることで将来の胃がんリスクを減らしていき

ます。 

【健康課】 

予算額 26万円（うち一般財源26万円） 

地域医療、看護人材対策  

 
兵庫医科大学ささやま医療セ

ンターと岡本病院およびにしき

記念病院との病院間の連携、そ

して、病院と開業医、診療所と

が連携を図ることで、地域医療

のさらなる充実に努めます。 

篠山市内の看護人材の不足を

解消するため、平成２５年度か

ら市内の医療機関で看護業務に従事する意思のある方

に対し、修学資金の貸付制度を実施しています。平成

２６年度もさらに制度の周知を図りながら、看護師等

の人材育成に努めていきます。 

【福祉総務課】 

予算額 846万円 
（うち一般財源6万円、基金繰入金840万円） 

 防災  
  

 自治会を対象としたいのちを守る

防災マップづくり支援事業は、平成２５年１月までに

１１３自治会で取り組まれ、平成２６年度も２０自治

会で作成いただく予定としています。 

 また、各地区の防災訓練については、訓練経費に係

る補助、訓練資機材の貸与などを行いながら、訓練が

積極的に行われるよう支援します。 

 篠山丹南地区防災

行政無線における防

災ラジオの配付基準

を見直し、災害時に

おける情報伝達をさ

ら に 迅 速 化 す る た

め、防災ラジオを３

４５台購入します。 

【市民安全課】  
予 算 額  643 万 円
（うち一般財源629万円） 

 原子力防災学習会の開催  
  

 篠山市は、大飯や高浜の原子力発電所か

ら５０～７０キロメートルの距離にあり、市民の健

康や安全を確保するための対策を早急に策定する必

要があります。平成２４年度に原子力災害対策検討

委員会を立ちあげ、引き続き、専門家や市民のみな

さんに協議いただくなかで、平成２６年度中に原子

力防災計画を策定します。さらに、安定ヨウ素剤の

事前配布に向けて学習会の開催をはじめ、広報に特

集記事を連載するなどの取り組みを通して、市民の

知識と理解を深めます。 

【市民安全課】  
予算額 10万円（うち一般財源10万円） 

 消防、救急業務  

 
 消防施設の整備では、向井地内に消

防団詰所兼車庫の新築、小型動力ポン

プ付積載車２台の更新、杉地内で防火水槽の

新設工事を行います。 

 篠山市消防本部にある水槽付消防ポンプ自動車は

２０年が経過しており、計画に基づき更新します。

圧縮空気泡消火装置を備えており、従来より少量の

水で消火でき、建物火災

での水損防止、車両火災

では短時間の消火が可能

となります。 

 救急業務では、高齢化

の進展に伴い心疾患、脳

疾患の患者が増加してい

ることから、救急救命士

を増員します。 

【市民安全課、消防本部】  
予算額 9,554万円（うち一般財源743万円） 
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平成26年度のシンボル事業   

全国の自治体との 

ネットワークと交流 

  
 平成２６年度も、秋田県大館市、山形県鶴岡市、千

葉県館山市、岐阜県郡上市、岐阜県高山市、愛知県犬

山市、高知県宿毛市、そして、愛媛県愛南町の８市町

との交流を積極的に進めていきます。 

 また、市民や団体同士の交流も大切なことから、事

業者や団体による物産交流やＰＲ、視察や研修などへ

の支援、市民のみなさんによる交流都市への訪問など

を支援する制度を継続します。  

【市民協働課】 

予算額 136万円（うち一般財源136万円） 

創造農村 

 
 篠山市では、暮ら

しに結びついた豊か

で多様な生活文化や

伝統産業などを活か

し、農村の良さをさ

らに伸ばしながら活

性化を図るまちとし

て「創造農村」のま

ちづくりをめざして

います。また、同じような取り組みを進める国内外の

都市と連携し、大きな視野で創造的なまちづくりを進

めるととともに、その連携関係を通じて、篠山市を世

界にＰＲしていきます。 

 昨年度に策定した篠山市創造都市推進計画をもとに

した「篠山市特定地域再生計画」をまとめ、さまざま

な機会を通じて、人材育成や食・農・里山の取り組み

など、具体的な創造的なまちづくり事業に取り組んで

いきます。 

 また海外に向けては、ユネスコの創造都市ネット

ワークへの登録申請を行うとともに、国内において

は、文化庁が支援し、全国約３０の自治体が参加する

「創造都市ネットワーク日本」において、篠山市は、

横浜市、神戸市、金沢市、鶴岡市とともに幹事団体と

して、その責任を果たしていきます。 

【企画課】 
予算額 480万円 
（うち一般財源151万円、基金繰入金329万円） 

犬山市との姉妹

都市提携  

 
 平成２６年度は４月

１日で市政６０周年を

迎えられる愛知県犬山

市と姉妹都市提携を締

結します。締結によっ

て、さ ら に 歴 史、文

化、産業、教育などでの交流を深め、両市の発展につ

なげていきます。 

【市民協働課】 

予算額 23万円（うち一般財源23万円） 

丹波篠山ふるさと応援団・ふるさと大使  

 
 スポーツや文化活動において近畿・全国レベルで活躍される個人や団体に対してふるさと丹波篠山を積極的に

ＰＲし、応援して頂くよう、本年度も引き続き丹波篠山ふるさとＰＲ奨励金を設けます。 

 また、篠山ふるさとガイドブックの作製や定住促進事業などに

充てさせていただいております、丹波篠山ふるさと応援寄付を１

万円以上いただいた方には、コシヒカリや地酒など篠山の特産品

を記念品としてお贈りすることで、寄付いただく方の増加と特産

品のＰＲにつなげていきます。 

 また、丹波篠山ふるさと大使のみなさんには、全国でご活躍い

ただき、マスコミやイベントなどを通じて篠山をＰＲしていただ

いています。引き続き、平成２６年度もそれぞれの分野でご活躍

いただき、篠山の名を広めていただきます。 

 

【企画課】 

予算額 312万円 
（うち一般財源160万円、基金繰入金152万円） 
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地域おこし協力隊 
  

 神戸大学と連携しながら、総務省の「地

域おこし協力隊」の制度を導入し、農都篠山に魅力を

感じ、地域づくりや地域の課題解決に取り組みたい意

欲あふれる若者４人を募集し、「地域おこし協力隊

員」として委嘱します。４人の隊員は地域に居住し、

地域住民と一緒になって、地域づくりはもとより、若

く新しい視点からの農村の活性化、地域ブランドや地

場産品の開発、都市との交流、耕作放棄地の再生、環

境保全、移住者の受入、伝統芸能やおまつりの継承な

どにも取り組み、将来的には篠山市への定住を期待す

るものです。 

【農都整備課】 

予算額 1,391万円（うち一般財源1,391万円） 

城東グラウンドの整備  

 
 市内のグラウンドについては、野球大会を実施する環境が十分に整っていな

いため、市民から、その整備のご要望をいただいています。この状況を踏まえ

検討の結果、現在の篠山市の厳しい財政状況のもとでは、新規の建設はむずか

しく城東グラウンドを整備し、野球環境を充実させることが適切であると計画

したものです。具体的には、バックネットや本部席、ダッグアウトなどの設備

改修を行うほか、グラウンドの整備、観客席の設置も視野に入れる

など、野球大会の会場として利用しやすい施設として整備します。 

【中央公民館】 

予算額 1,200万円（うち一般財源1,200万円） 

市民あげてのあいさつ運動  
  

 平成２５年度から、毎月１日、１１日、２１日を「いいあいさつの日」と定め、ＪＲ駅舎、商業施

設、各地区などであいさつ運動の啓発に努めてきました。すでに、味間地区まちづくり協議会、草山郷づくり協

議会や岡野ふるさとづくり協議会ではあいさつ運動に取り組まれており、着実にあいさつ運動は広がっていま

す。篠山市人権尊重のあたたかいまちづくり条例でも、相手を認め合うあい

さつの推進を図ることとしており、あたたかいまちづくりの実現に向け、さ

らに運動の輪を広げるため、学校、各種団体、まちづくり協議会、自治会な

どと連携を図り、新たに「あいさつ運動市民委員会」を立ちあげ、これまで

の取り組みを継承しながら、みんなが元気にあいさつし、声を掛け合う、あ

たたかい、あいさつ日本一の篠山市をめざして取り組みます。 

【人権推進課】 

予算額 64万円（うち一般財源64万円）  

エネルギービジョンの策定   

 

 太陽光やバイオマスなどの新エネ

ルギーの導入、家庭や事業所での省

エネルギーの推進などにより、電力や石油由来燃料の

削減をめざす方向性を示すため、平成２５年度から、

市民や学識経験者などからなる策定委員会を設置し、

平成２６年度は「（仮称）篠山市新エネルギービジョ

ン」の策定に向けて検討を進めていきます。 

【環境課】 

予算額 14万円（うち一般財源14万円）  
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４ 主な新規・拡充施策

うち一般
財源

公民館改修助成事
業

【継続】 1,192

スクールバス管理事
業

【継続】 15,576

多面的機能支払交
付金事業

【継続】 6,789

農業農村整備事業

【継続】 840

商工振興施設管理
費

【継続】 4,526

観光まちづくり推進
事業

【継続】 219

住宅リフォーム助成
事業

【継続】 1,200

市営住宅管理事業

【新規】 900

非常備消防施設管
理整備費

【継続】 2,605

商工観光課

農都整備課
　農業集落道道路改修工事（高倉地区）　（国50％、県6％）
　　1,400万円（L＝250m）

　スクールバス等運行委託料
　　①日本交通　1,105万円　②にしき運輸　969万円
　　③ホープ　7,681万円　④神姫グリーンバス　5,389万円
　スクールバス更新
　　丹南よいこ号　706万円

学事課

5,157

　修繕料
　　①市民センター　310万円　②立杭陶の郷　53万円
　　③王地山陶器所　31万円
　施設等管理等運営委託料
　　①篠山市民センター　3,476万円
　　②立杭陶の郷　986万円
　　③王地山陶器所　265万円

商工観光課

1,326

4,416
　篠山市営住宅の管理、改修
　　①外壁改修工事　3,532万円
    　（河原町団地　設計監理494万円・工事2,679万円、
      牛ケ瀬　設計359万円）
　　②空き家取り壊し　884万円（8戸…南新町7戸・沢田1戸）

地域計画課

　消防施設工事
　　①火の見櫓撤去（大山宮・郡家・曽地中・今田新田）
      152万円
　　②防火水槽フェンス修繕工事（杉）　65万円
　　③消防車庫改修等（糯ヶ坪・和田・杉）390万円
　　④21分団管内消防車庫　下水道接続工事　92万円
　　⑤草山コミュニティ消防センター水路改修工事　248万円
　修繕料　532万円、機械器具　377万円、光熱水費　263万円

主　な　事　業　内　容 担当課

1,192
　公民館の改修
　　①新築：今田新田425万円
　　②改築：大野131万円、大山下150万円、倉本32万円
　　　西本荘111万円、川阪93万円、前沢田150万円、
      長安寺45万円、遠方55万円

管財契約課

2,762

市民安全課

子
育
て
・
教
育

い
ち
ば
ん
の
篠
山
市

住
み
よ
い
と
こ
ろ
は

篠
山
市
づ
く
り

農
都
創
造

事業名
事業費（万円）

15,996

区分

市
民
が
主
役
の

篠
山
市

1,568

農都政策課

　多面的機能支払交付金負担金　6,413万円
　非常勤嘱託職員等報酬（2名）　446万円
　需用費、役務費等　49万円
　※平成26年度から日本型直接支払制度に移行

6,908

1,200 　市民が市内の建築業者を利用し、個人住宅のリフォームを
　行った場合、経費の一部を助成
　　住宅リフォーム助成＠100,000円×120件

商工観光課

企
業
振
興
・
誘
致
と
観
光

住
み
よ
い
生
活

基
盤
づ
く
り

　地域資源を活用した観光創出事業
                        （Ｈ25～起業支援型）661万円
　新な観光拠点づくり事業（Ｈ25～起業支援型）444万円
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うち一般
財源

主　な　事　業　内　容 担当課事業名
事業費（万円）

区分

太陽光発電システム
設置補助金

【継続】 300

東日本大震災支援
事業

【継続】 0

学校施設維持管理
事業

【新規・継続】 2,830

小学校耐震補強事
業

【継続】 448

城東分館管理費

【新規・継続】 383

障害者総合支援法
給付事業

【継続】 24,128

臨時福祉給付金給
付事業

【新規】 1

子育て世帯臨時特
例給付金事業

【新規】 0

そ
の
他

、
当
面
す
る
課
題

77,770

　介護給付費等　69,300万円
　　利用料無料化、保護者の就労、障害の重度化、
　　介護者の高齢化に伴う介護給付費等の増による
　児童発達支援業務委託　2,920万円
　生活介護運営委託　3,400万円
　自立支援医療給付費　700万円
  障害児給付費等　650万円
　補装具給付費　772万円

地域福祉課

4,572

　消費税率引き上げに際し、子育て世帯への影響を緩和すると
　ともに、子育て世帯の消費の下支えを図る
　
　子育て世帯臨時特例給付金
　　＠10,000円×4,040人＝4,040万円
　システム導入業務委託料　227万円

福祉総務課

11,466

　消費税引き上げに際し、低所得者に与える負担の影響に
　対し、低所得者に対する国の措置として行われる給付
　
　臨時福祉給付金
　　①給付金　＠10,000円×8,237件＝8,237万円
　　②加算金　＠5,000円×4,119件＝2,060万円
　システム導入業務委託料　600万円
　日々雇用職員賃金　192万円

福祉総務課

　篠山小学校の耐震補強
　　①校舎・屋内運動場耐震補強監理委託　600万円
　　②耐震補強工事　60,270万円
　　③付帯工事　385万円

学事課

430 　災害支援ボランティアバス負担金　100万円
　東日本大震災の復旧復興支援経費
　　①復旧復興支援事業補助金　180万円
　　②被災者支援補助金　116万円

61,284

3,634 　城東公民館の改修工事
　　城東公民館外壁等改修　3,197万円
　　（設計監理97万円・工事3,100万円）

中央公民館

6,083

市民安全課

　学校施設等の整備・改修
　　①小・中・特別支援学校改修工事　2,433万円
　　②篠山養護学校特別教室増築工事　2,876万円
    　（監理委託169万円・工事2,707万円）
　　③大規模改修工事実施設計（城北畑小、味間小、今田中）
      774万円

学事課

300 　住宅用の太陽光発電システムの設置促進のため、設置
　補助金を創設（3年間）
　　＠6万円（＠2万円×3ｋｗ）×50件

環境課

住
み
よ
い
と
こ
ろ
は

篠
山
市
づ
く
り

-14-



５ 主な財政指標

◆経常収支比率
（単位：％）

◆実質公債費比率
（単位：％）

◆市債残高
（単位：億円）

平成２６年度当初予算では、98.8％（対前年度当初予算0.3ポイント悪化）を見込んでいます。これは篠山再生
計画の実行により人件費や公債費の減などにより経常的な支出が前年度に比べ１億円あまり減となるものの、経
常収入である普通交付税の合併算定替（90％縮減）などによりおよそ1.5億円の減となるためです。
平成25年度決算見込みについては、普通交付税等の確定や事業執行による精査により96.7％となる見込みで

す。

合併後の社会資本整備に伴う市債の償還金は減少しており比率は下降すべきところ、普通交付税の合
併算定替の段階的縮減が多額になり、標準財政規模が減少したことで横ばい傾向にありました。しか
し、平成25年度までに実施した繰上償還と新規借入の抑制によって、平成26年度当初予算では21.4％
（3ヵ年平均）に改善する見込みです。

合併後取り組んできた基盤整備が概ね終了し、一般会計の残高は平成16年度から減少しています。平
成26年度当初の残高見込は、臨時財政対策債で高額な発行があるものの一般会計で253億円へと下がる
予定です。特別会計の残高見込みは294億円、公営企業会計140億円となります。また、篠山市全体では
平成26年度当初で687億円と対前年度決算見込比41億円、約5.6％の減となります。
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６ 篠山再生計画（行財政改革編）の推進

平成２６年度当初予算における主な取組一覧 (単位：万円）

効果額 [平成19年度対比]
(※H26－H25効果額の主なもの)

１．定員・給与の見直し 9億6,321万円

6億5,281万円 平成26年4月1日の正規職員数449人

（△5,492万円） （対前年比０人）

※450人体制を維持

3億41万円 市長△30％

（66万円） 副市長・教育長△15％

正規職員△9.4％
（期末手当の一部復元）

２．議員定数・報酬の見直し 3,202万円

３．公の施設の見直し 1億821万円

・篠山市保育所適正化配置計画に基づ
く保育園の統廃合と幼保一体化 （△531万円）

私立保育園が平成27年度から認定こど
も園へ移行するにあたり側面的支援を
する。

４．事務事業の見直し 2億7,232万円

５．補助金・負担金の見直し 5,817万円

６．自主財源の確保 2,606万円

・指定工事店登録手数料の設定 （219万円） 平成26年度は5年に一度の更新時期と
なる

・スポーツセンター使用料の改定 （366万円） 耐震工事完了により通常とおりの効果
額を見込む

合　計 １４億５，９９８万円

篠山再生計画（行財政改革編）における平成２６年度の予定効果額は１４億５，９９８万円になります。
一部見直しを行った項目もありますが、「定員・給与の見直し」など１４０項目に取り組むことにより、財
政健全化に向けて計画は着実に進んでいます。
しかし、平成２４年度決算における財政指標でも、実質公債費比率は２２．４％と全国で悪い方から４番

目、将来負担比率は２３９．２％とこれも全国で悪い方から１１番目で、実質公債費比率は兵庫県下の市で
は最も悪く、依然厳しい状況が続いています。
この厳しい時期を市民の皆さんと心を一つに乗り越え、再生のモデルとして全国に誇れるまちづくりを進

めていきます。

篠山再生計画推進委員会からの意見・提案　　　　　　　　　　　　　　　篠山再生計画推進委員会
篠山再生計画の進捗状況等について、慎重に審議した結果、一部実績効果額が計画効果額を下回った項目はあるもの

の、昨年度に引き続き市債の繰上償還に取り組むなど、全体的には着実に行財政改革に取り組まれていることを確認しま
した。
しかし、財政指標のうち実質公債費比率・将来負担比率については、全国的に見て依然として高い水準にあります。実

質公債費比率については合併算定替の縮減に伴う普通交付税の減などにより、平成25年度決算数値では再び悪化するこ
とが見込まれ、将来負担比率については改善がみられるものの、他の自治体に比べそのスピードは緩やかです。

収支見通し上、その均衡が図られるのが7年後の平成32年度であること、また平成31年度には、財政調整基金が底を

つくと見込まれることなどを再認識する必要があります。

厳しい算定替の縮小を既に経験した篠山市としては、今後見込まれる交付税の増額等に甘んじることなく財政規律を堅持

し、収支の均衡、財政健全化に向けた積極的な取り組みと堅実な実行が求められています。

さらに、懸案事項となっている公の施設に関する固定資産台帳の早期整備と維持管理・長寿命化計画等の策定、実行等

を統括的に管理する組織の設置をあらためて提案しました。合わせて、新たに「決算重視」への意識・制度改革の提案を

行いました。再生計画の推進に堅実に取り組む篠山市だからこそ、決算数値・財政指標の分析を起点にした予算編成への

取り組みについて検討すべきと考えます。

平成２６年度の計画効果額は１４億５，９９８万円（平成１９年度対比）

・給与（市長・副市長・教育長・正規職
員）の引き下げ

・定員の適正化等

取組項目 実施内容
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７ 特別会計・企業会計　当初予算の概要

住宅資金特別会計

予算総額6,688千円（対前年度比△1,976千円）

歳入の主な内訳 歳出の主な内訳

●県支出金 ●総務費
  県補助金 288千円   一般管理費 3,017千円
●財産収入 ●公債費
  利子及び配当金 1千円   元金 2,725千円
●繰入金   利子 617千円
  一般会計繰入金 319千円 ●予備費 329千円
  住宅資金貸付事業特別会計基金繰入金
  10千円
●諸収入
  貸付金元利収入 6,070千円

下水道事業特別会計（公共下水道事業）

予算総額1,227,781千円（対前年度比△55,642千円）

歳入の主な内訳 歳出の主な内訳

●使用料及び手数料 ●下水道総務費
  下水道使用料 325,700千円   一般管理費 199,252千円
●国庫支出金   下水道汚泥共同処理費 101,433千円
  下水道費国庫補助金 46,790千円 ●下水道建設費 101,526千円
●繰入金 ●公債費
  一般会計繰入金 659,319千円   元金 606,149千円
●市債   利子 217,421千円
  下水道債 187,000千円

同和対策事業の一環として、住環境整備を目的とした住宅の新築及び改修資金の貸付事業
を行っておりましたが、この貸付事業は平成８年度で終了しています。

現在は、貸し付けた資金を回収する業務のみを行い、回収した資金についてはこの事業の
公債費（借入金の償還　最終償還年度：平成３３年）に充てています。

下水道総務費は、篠山処理区、丹南処理区の下水道施設と市内各処理場から発生する下水
道汚泥を乾燥する施設の維持管理費用が主なもので、適正な処理を行うための計画的な修繕
や適正な薬品処理と処理後の検査を行っています。

下水道建設費は、下水道処理施設長寿命化計画に基づき、昨年度に引き続き篠山環境衛生
センターの老朽した汚泥処理施設の実施設計及び、平成２５年９月の台風により浸水被害を
受けました糯ヶ坪地内の雨水対策の検討を行います。

また、市道大沢新栗栖野線の道路整備と並行して、犬飼・初田地区の農工団地への下水道
管路築造工事を行います。
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下水道事業特別会計（特定環境保全公共下水道事業）

予算総額1,046,641千円（対前年度比＋42,806千円）

歳入の主な内訳 歳出の主な内訳

●使用料及び手数料 ●下水道総務費
  下水道使用料 168,400千円   一般管理費 171,721千円
●国庫支出金 ●下水道建設費 95,115千円
  下水道費国庫補助金 50,320千円 ●公債費
●繰入金   元金 578,905千円
  一般会計繰入金 637,720千円   利子 198,900千円
●市債
  下水道債 190,100千円

農業集落排水事業特別会計

予算総額773,793千円（対前年度比＋8,254千円）

歳入の主な内訳 歳出の主な内訳

●使用料及び手数料 ●農業集落排水総務費
  下水道使用料 81,900千円   一般管理費 94,116千円
●繰入金 ●公債費
  一般会計繰入金 587,484千円   元金 492,420千円
●市債   利子 175,892千円
  下水道債 101,100千円

下水道総務費は、市内８処理区の下水道施設の維持管理費用が主なもので、適正な処理を
行うための計画的な修繕や適正な薬品処理と処理後の検査などを行っています。

下水道建設費は、西紀中央浄化センターの電気設備と水処理制御盤の更新を年次計画に基
づき進めていきます。

農業集落排水総務費は、市内１５処理区の集落排水処理施設の維持管理費用が主なもの
で、適正な処理を行うための計画的な修繕や適正な薬品処理と処理後の検査などを行ってい
ます。

農業集落排水事業建設費は、栗柄集落排水処理場の機器等の改築更新時期を迎えているた
め、処理施設の更新計画を策定します。
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公営駐車場事業特別会計

予算総額4,801千円（対前年度比＋0千円）

歳入の主な内訳 歳出の主な内訳

●繰越金 1千円 ●管理費
●諸収入   駐車場管理費 4,701千円
  雑入 4,800千円 ●予備費 100千円

国民健康保険特別会計（事業勘定）

予算総額4,771,106千円（対前年度比△49,629千円）

歳入の主な内訳 歳出の主な内訳

●国民健康保険税 ●総務費
  一般被保険者国民健康保険税889,087千円   一般管理費 42,975千円
  退職被保険者等国民健康保険税 ●保険給付費
  100,551千円   一般被保険者療養給付費 2,556,485千円
●国庫支出金   退職被保険者等療養給付費 267,739千円
  療養給付費等負担金 715,631千円   一般被保険者高額療養費 305,920千円
  財政調整交付金 229,193千円   退職被保険者等高額療養費 39,428千円
●療養給付費交付金 400,596千円 ●後期高齢者支援金等
●前期高齢者交付金 1,109,490千円   後期高齢者支援金 561,927千円
●県支出金 ●介護納付金 255,057千円
  県財政調整交付金 195,428千円 ●共同事業拠出金
●共同事業交付金   高額医療費共同事業拠出金 103,735千円
  共同事業交付金 103,735千円   保険財政共同安定化事業拠出金
  保険財政共同安定化事業交付金   414,888千円
  414,888千円 ●予備費 64,200千円
●繰入金
  一般会計繰入金 276,341千円
  財政調整基金繰入金 269,206千円

篠山口駅西公営駐車場の管理運営を行なう特別会計で、利用者の利便性確保とともに適正
な運営と経費の削減を目的として、指定管理者制度を導入しています。予算の概要として
は、収入4,801千円から、駐車場機器の維持経費等1,803千円と予備費100千円を差し引いた
2,898千円を一般会計へ繰出す予算となっています。

本市の国民健康保険被保険者数は、少子化による人口減少や高齢化による後期高齢者医療
制度へ移行する高齢者の増加、社会保険等加入による国保加入者の微減により減少傾向にあ
ります。
平成26年度の被保険者数は近年の状況から推計し、前年度より85人減の10,950人としていま
す（11,035人→10,950人　対前年比99.23％）。

一般被保険者の一人あたりの保険給付費は1.55％減で見込んでおり、療養給付費は255,138
円、療養費は2,548円、高額療養費は30,531円としています。 また、平成26年度の主な取り
組みとして、①医療費の適正化事業（レセプト点検の強化、ジェネリック医薬品の普及啓
発）、②特定健康診査・特定保健指導の受診率向上、③国民健康保険税の収納率向上にむけ
て他部署と協力しながら実施していきます。

一人あたりの保険税額は、平成25年度より9,800円増で積算しています。 医療分について
は74,500円、介護分については26,000円、後期高齢者支援金については21,300円としていま
す。
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国民健康保険特別会計（直営診療所勘定）

予算総額228,659千円（対前年度比△8,681千円）

歳入の主な内訳 歳出の主な内訳

●診療収入 ●総務費
  国民健康保険診療報酬収入 24,720千円   一般管理費 122,849千円
  社会保険診療報酬収入 13,536千円 ●医業費
  後期高齢者医療診療報酬収入 63,600千円   医療用機械器具費 17,535千円
  その他の診療報酬収入 4,881千円   医療用衛生材料費 82,364千円
  一部負担金収入 18,420千円
●繰入金
  一般会計繰入金 81,011千円
  事業勘定繰入金 11,435千円

後期高齢者医療特別会計

予算総額578,689千円（対前年度比＋29,109千円）

歳入の主な内訳 歳出の主な内訳

●後期高齢者医療保険料 406,639千円 ●総務費
●繰入金   一般管理費 18,698千円
  事務費繰入金 22,401千円 ●後期高齢者医療広域連合納付金
  保険基盤安定繰入金 148,343千円 555,153千円

篠山市には４ヵ所の国民健康保険直営診療所があり、市医師とささやま医療センターから
の派遣医師で診療を行っています。
診療業務においては、各医師の専門分野を活かし、診療所間で連携して業務にあたっていく
のはもちろんのこと、他の医療機関、介護施設や地域住民との連携と多種職協働により、地
域の「かかりつけ医」として、地域貢献につなげていきたいと考えています。

歳入予算の診療報酬収入については、風邪やインフルエンザ等の流行により大きく影響を
受けるほか、各診療所の患者層の大半が高齢者で入院等により患者数の大幅な増加は見込め
ませんが、平成25年度実績見込み及び目標値により、 127,351千円を計上しています（前年
度比△2,183千円）。
　歳出予算は、施設修繕費等の管理費が6,755千円減少しています。
各診療所ともここ数年続いてきた施設や設備の老朽化による大規模修繕や設備改修工事が落
ち着いたためです。また、医療機器は年次計画により、東雲診療所の小型分包機、草山診療
所の超音波診断装置、今田診療所の心電計の更新を予定しています。

後期高齢者医療保険料の保険料率については、２年毎に見直しが行われ、平成26年度にお
いては保険料率改定の年となっております。

所得に応じて負担する所得割率が9.70％（伸び率6.13％）、被保険者の方が等しく負担す
る均等割額47,603円（1,600円増）の試算が示されていますが、 所得の低い方や被用者保険
の被扶養者であった方の保険料軽減措置（均等割9割・8.5割）については、継続されること
になっています。

歳入歳出予算増額の主な要因は、保険料率改定による保険料収入の増、それに合わせて後
期高齢者医療広域連合への納付金が、増加する為です。
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介護保険特別会計（介護保険事業勘定）

予算総額3,888,275千円（対前年度比＋93,158千円）

歳入の主な内訳 歳出の主な内訳

●保険料 ●総務費
  第１号被保険者保険料 651,638千円   一般管理費 52,315千円
●国庫支出金   介護認定審査会費 9,172千円
  介護給付費負担金 657,647千円   認定調査等費 24,828千円
  調整交付金 275,238千円 ●保険給付費
  地域支援事業交付金（介護予防事業）   居宅介護サ－ビス給付費 1,295,231千円
  13,327千円   地域密着型介護サービス給付費
  地域支援事業交付金（包括的支援事業・   371,879千円
  任意事業） 21,057千円   施設介護サ－ビス給付費 1,412,821千円
●県支出金   居宅介護サ－ビス計画給付費153,627千円
  介護給付費負担金 538,240千円   介護予防サービス給付費 154,190千円
  地域支援事業交付金（介護予防事業）   介護予防サービス計画給付費 19,396千円
  6,663千円   高額介護サ－ビス費 65,313千円
  地域支援事業交付金（包括的支援事業・   特定入所者介護サービス費 152,845千円
  任意事業） 10,528千円 ●地域支援事業費
●支払基金交付金   二次予防事業費 8,151千円
  介護給付費交付金 1,067,100千円   一次予防事業費 31,367千円
  地域支援事業支援交付金 15,460千円   任意事業費 10,722千円
●繰入金   地域支援事業費 59,120千円
  一般会計繰入金 576,926千円
  介護給付費準備基金繰入金 54,286千円

本年度は、第5期介護保険事業計画（平成24～26年度）の最終年度にあたり、第6期介護保
険事業計画（平成27～29年度）の策定を行う年度となります。
平成27年度に行われる大幅な介護保険の法改正、制度改正に即した中長期的な視野に立った
サービス・給付・保険料の水準を推計し、いつまでも健康で、安心して地域で暮らし続ける
ことができるよう、地域の実状にあった事業計画を策定します。

介護保険の要介護認定者数は、高齢者の増加に伴い年々増加の傾向にあります。認定者数
の増加や地域密着型サービスの整備に伴い歳出総額の94.6％を占める保険給付費は、
3,679,654千円となり前年度に比べ82,990千円増額（前年度比102.3％）となります。

また、地域支援事業では、「住み慣れた地域で、笑顔で暮らせるまち ささやま」をめざ
して、地域の仲間と集い楽しみながら活動を行うことで要介護状態になることを予防する健
康づくり「出前講座」や、「いきいき塾」など社会参加することにより生きがいを持って生
活できるよう事業を実施します。また東部・西部地域包括支援センターと連携を図り、相談
支援の充実に努めます。
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介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）

予算総額2,774千円（対前年度比＋2,422千円）

歳入の主な内訳 歳出の主な内訳

●繰入金 ●介護サービス事業
  一般会計繰入金 2,774千円   介護予防サービス事業費 2,774千円

農業共済事業会計

収益的支出95,547千円（対前年度比△8,301千円）

歳入の主な内訳 歳出の主な内訳

●農作物共済事業収益 7,106千円 ●農作物共済事業費用 7,106千円

●家畜共済事業収益 23,403千円 ●家畜共済事業費用 23,403千円

●畑作物共済事業収益 14,887千円 ●畑作物共済事業費用 14,887千円

●園芸施設共済事業収益 2,576千円 ●園芸施設共済事業費用 2,576千円

●事務事業収益 47,575千円 ●事務事業費用 47,575千円
　うち一般会計繰入金 27,424千円

居宅介護支援事業所は東部・西部ともに篠山市社会福祉協議会に業務委託を行い実施して
います。

東部指定介護予防事業所（829千円）、西部指定介護予防事業所（1,744千円）の委託料及
び、地域包括支援センターシステム保守料（201千円）について予算計上しています。

国の農業政策として制度化された「農業災害補償制度」に基づき、農業者が自然災害や鳥
獣害等によって被った損失を補填することにより農業経営の安定を図り、農業生産力の発展
に資することを目的としています。

この制度は、農家が共済掛金を出し合って共同準備財産をつくり、被災農家への救済とし
て共済金を支払うもので、農家の自主的な「相互扶助」を基本とした公的な保険制度で掛金
の半分を国庫が負担しています。

篠山市が実施している事業の種類は、農作物共済（水稲・麦）、家畜共済、畑作物共済
（大豆）、園芸施設共済の４事業となっております。

平成２６年度は、最近の引受状況や被害状況等を勘案し、全共済事業について事業量の見
直しを行ったことにより、前年度より減額になっております。
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水道事業会計

●水道事業収益 ●資本的収入
　営業収益 1,332,037千円 　企業債 48,300千円

　営業外収益 932,030千円 　固定資産売却代金 1千円
（うち一般会計繰入金 498,909千円）
　特別利益 1千円 　負担金 17,334千円

●水道事業費用 ●資本的支出
　営業費用 1,855,119千円 　建設改良費 105,838千円

　営業外費用 325,621千円 　企業債償還金 679,214千円

　特別損失 145,398千円

　予備費 20,000千円

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する
額719,417千円は、当年度分消費税及び地方消費
税資本的収支調整額4,798千円、過年度分損益勘
定留保資金412,988千円、当年度分損益勘定留保
資金257,715千円、減債積立金13,000千円、建設
改良積立金30,916千円で補てんします。

西紀中簡易水道の新規水源となる西紀ダムについては、試験湛水の進捗状況に応じてダム
水の水質検査を行い、検査結果を踏まえた機器整備工事の設計を行います。なお、既存の浄
水方法で問題ないことが確認できた場合は、既存水源と水量調整を図りながら段階的にダム
水による給水を行う予定です。

水道施設更新事業については、「篠山市水道ビジョン」および管路更新計画に基づき黒
岡、網掛、今田町辰巳及び高坂地内の４路線、合計９９０ｍの管路を更新します。機械設備
については、経年劣化した福住浄水場の取水ポンプ更新工事を実施します。

また、施設更新費用と運営費用の削減を図るため、効率的な配水方式の検討を行うととも
に水道施設の統廃合を進めるための申請を行います。

水道事業の経営については、人口減に伴い料金収入が減少しており厳しい状況が続いてお
りますが、「篠山市水道ビジョン」の財政計画のもとで経費等のより一層の節減を図り、経
営の健全化に努めていきます。

収益的収入及び支出の主な内訳 資本的収入及び支出の主な内訳

収益的支出     2,346,138千円
資本的支出       785,052千円
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１．平成２６年度の国及び地方財政の状況
（単位：億円、％）

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

財政規模 922,992 924,116 903,339 926,115 958,823

伸び率 4.24 0.12 △ 2.25 2.52 3.53

一般歳出 534,542 540,780 517,957 539,773 564,697

伸び率 3.33 1.17 △ 4.22 4.21 4.62

財政規模 821,268 825,054 818,647 819,100 833,607

伸び率 △ 0.52 0.46 △ 0.78 0.06 1.77

一般歳出 663,289 668,313 664,533 664,200 677,430

伸び率 0.17 0.76 △ 0.57 △ 0.05 1.99

２．平成２６年度予算編成方針

これまでの篠山再生計画〔行財政改革編〕の着実な実行により、平成２４年度決算では計
画効果額を上回る効果額となった。
しかしながら、全国的には健全化の財政指標は依然として高く本年１０月４日に発表した

財政収支見通しによる平成２６年度予算フレームでは、地方交付税の特例措置である合併算
定替の段階的縮減（５年目）等もあり前年度に比べさらに６．８億円近くが減となり、ま
た、平成２６年４月から消費税率の引き上げに伴い、一般行政経費の増額を１．２億円と見
込んでおり、収支不足となる８億円あまりについて財政調整基金を取崩すという依然として
厳しい財政状況と見込んでいる。
このため、平成２６年度予算については引き続き財政の健全化に取り組むとともに限られ

た財源で最大の効果を発揮し市の重要施策の実施や課題解決に向け以下のとおり予算編成を
進めることとする。

１　基本的事項
　（１）予算要求枠について
・予算要求については従来どおり経常・臨時の２段階とする。経常要求については、消費増
税による増額分（１．２億円）を削減するため、各部における平成２５年度当初予算経常分
一般財源から３％減額（人件費・扶助費・補助金は除く）した額を目途とし、各部で調整す
ること。臨時要求については従来どおり要求枠は設けず一件ごとの審査とする。

区　分

国
の
一
般
会
計
地
方
財
政
計
画

平成２６年度における国の一般会計予算は、９５．９兆円と前年度当初比で３．５％の増
となりました。歳入面では、新規国債の発行額を３．７％減の４１．３兆円に税収は１６．
０％増の５０．０兆円となり昨年度に引き続き新規国債発行額が税収よりも少なくなりまし
た。また、一般会計とは別枠の東日本大震災からの復興特別会計については、１６．８％減
の３．６兆円となりました。
一方、地方財政については、通常収支分は８３．４兆円と対前年度比１．８％の増となっ

ています。歳入については、地方税が２．９％増の３５兆円ならびに地方交付税１．０％減
の１６．９兆円となり前年度を下回りました。地方が自由に使える一般財源総額については
１．０％増の６０．４兆円と前年度水準を上回る額が確保されたかたちとなりました。歳出
については、給与関係経費が国家公務員の給与減額支給措置が終了することに準じて復元さ
れることなどを見込み３．０％増の２０．３兆円となっていますが、昨年度の給与削減額に
見合う事業費として計上された、緊急防災・減災事業や地域の元気づくり事業は引き続き
０．９兆円の計上がされています。
また、消費税・地方消費税の引上げにより地方の財源を確保するとともに、社会保障の充

実分等の所要額が計上されています。
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・今後の歳入の状況によっては、経常分について上限枠内での要求であっても査定を行い減
額する場合がある。
（２）要求締切日について
・一般会計を含む全会計　①経常要求（11月20日）②臨時要求（11月25日）

２　第２次篠山市総合計画・施策評価による予算要求について
・総合計画や施策評価の施策体系に沿って予算要求を行うこと。
・平成２４年度施策評価（事務事業評価）の結果をもとに、各事業の重点化あるいは見直
し、廃止を行うなど限られた人員・財源の中でメリハリのある要求をすること。

３　特別会計、企業会計の自立性・健全性について
・経営のさらなる効率化と健全経営の維持に取り組むとともに、一層の自助努力により一般
会計からの繰入金の抑制に努めること。

４　その他
・国、県補助金等の制度を十分活用して、財源の確保に努めること。
・予算要求については、現行制度の枠組みで行うこと。
なお、今後の国の動向によっては、制度改正や地方財政対策などの大きな変動も考えられる
ことから、国・県・他市の状況を積極的に情報収集すること。
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３．一般会計歳入
（単位：千円、％）

構成比 構成比

5,001,133 23.2 5,000,967 23.3 166 0.0

245,448 1.1 270,245 1.3 △ 24,797 △ 9.2

14,873 0.1 14,488 0.1 385 2.7

29,539 0.1 14,654 0.1 14,885 101.6

4,317 0.0 3,193 0.0 1,124 35.2

471,313 2.2 383,924 1.8 87,389 22.8

107,450 0.5 122,357 0.6 △ 14,907 △ 12.2

46,700 0.2 109,340 0.5 △ 62,640 △ 57.3

19,602 0.1 20,705 0.1 △ 1,103 △ 5.3

8,100,000 37.6 8,397,114 39.1 △ 297,114 △ 3.5

11,000 0.1 11,000 0.0 0 0.0

301,612 1.4 339,227 1.6 △ 37,615 △ 11.1

619,500 2.9 611,117 2.8 8,383 1.4

1,758,604 8.2 1,251,964 5.8 506,640 40.5

1,262,532 5.9 1,215,609 5.7 46,923 3.9

54,079 0.2 55,971 0.3 △ 1,892 △ 3.4

10,000 0.0 10,000 0.0 0 0.0

1,501,592 7.0 2,200,658 10.2 △ 699,066 △ 31.8

50,000 0.2 50,000 0.2 0 0.0

389,492 1.8 415,567 1.9 △ 26,075 △ 6.3

1,557,214 7.2 993,900 4.6 563,314 56.7

21,556,000 100.0 21,492,000 100.0 64,000 0.3

674,192 647,956 26,236 4.0

（１）市税の内訳 （単位：千円、％）

構成比 構成比

2,005,589 40.1 1,997,578 40.0 8,011 0.4

個 人 市 民 税 1,685,083 33.7 1,723,827 34.5 △ 38,744 △ 2.2

法 人 市 民 税 320,506 6.4 273,751 5.5 46,755 17.1

2,580,440 51.6 2,575,726 51.5 4,714 0.2

固 定 資 産 税 2,546,239 50.9 2,541,045 50.8 5,194 0.2

国有資産等所在市町村
交 付 金 及 び 納 付 金

34,201 0.7 34,681 0.7 △ 480 △ 1.4

114,390 2.3 114,371 2.3 19 0.0

272,459 5.4 287,082 5.7 △ 14,623 △ 5.1

28,255 0.6 26,210 0.5 2,045 7.8

5,001,133 100.0 5,000,967 100.0 166 0.0
地方揮発油譲与税 71813 80003 1.6 -8190 -10.2
自動車重量譲与税 173635 190242 3.8 -16607 -8.7
普通交付税 7230000 7577114 151.5 -347114 -4.6
特別交付税 870000 820000 16.4 50000 6.1
財政調整基金繰入金 1223000 1773000 35.5 -550000 -31
臨時財政対策債 958314 765300 15.3 193014 25.2

自 動 車 取 得 税 交 付 金

合 計

増減率

市 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

市 た ば こ 税

入 湯 税

増減額

合 計

款

款　項　目
平成２６年度 平成２５年度

分 担 金 及 び 負 担 金

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

地 方 消 費 税 交 付 金

ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

使 用 料 及 び 手 数 料

市 税

地 方 譲 与 税

平成２６年度 平成２５年度
増減額 増減率

 教育費国庫補助金が篠山小学校耐震工事による学校
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 平成２６年度の歳入の状況は、まず市税が５０億

１１３万円、対前年度比１７万円の微増と６年ぶり

の増加となっており、主な要因は法人市民税がアベ

ノミクスの影響を見込み対前年度比４，６７６万円、

１７．１％の増となったことによるものです。その

他、個人市民税は、所得の減により対前年度比３，

８７４万円、２．２％の減となりとなりました。固

定資産税は、地価は下落しているものの、新築数の

増見込みにより対前年度比４７１万円、０．２％の

微増となりとなりました。軽自動車税については、

対前年度比２万円の微増と見込まれます。市たばこ

税については、健康志向の影響もあり対前年度比１，

４６２万円、５．１％の減と見込まれます。入湯税

については、入湯者数が宿泊は減少傾向にあるもの

の日帰りが増加見込みにあり対前年度比２０５万円、

７．８％の増となりました。 

 地方譲与税については２億４，５４５万円、対前

年度比２，４８０万円、９．２％の減となっていま

す。その内訳は、地方揮発油譲与税が７，１８１万

円、対前年度比８１９万円、１０．２％の減、自動

車重量譲与税が１億７，３６４万円、対前年度比１，

６６１万円、８．７％の減となっており、以降の交

付金についても同様に平成２５年度の決算見込額及

び地方財政計画の伸び率により見込んでいます。 

 地方消費税交付金をはじめとする６つの県税交付

金は６億７，４１９万円、対前年度比２，６２４万

円、４．０％の増となり、自動車所得税の軽減によ

り自動車取得税交付金は、対前年度比６，２６４万

円、５７．３％の大幅な減となっているものの、消

費税率の改定により地方消費税交付金は対前年度比

８，７３９万円、２２．８％の増と見込んでいます。 

 地方特例交付金は１，９６０万円万円、対前年度

比１１０万円、５．３％の減となっています。 

 地方交付税は８１億円、対前年度比２億９，７１

１万円、３．５％の減で、この要因は普通交付税が

７２億３，０００万円、対前年度比３億４，７１１

万円、４．６％の減によるもので、国の地方財政対

策でも１．０％の減になる見通しとなっており、基

準財政需要額では、人口減の影響等により減となる

ものの支所費見直し分を考慮すると、全体としては

増と見込まれ、基準財政収入額については法人市民

税の精算等による減を見込み、また、臨時財政対策

債振替後の交付基準額は９，９００万円程度の減が

見込まれます。さらに、縮減最終年度の５年目とな

る一本算定による基準財政需要額の減（１６億２，

０００万円程度）を見込むと、普通交付税は差引き

３億４，７１１万円の減となっています。特別交付

税については、８億７，０００万円、対前年度比５，

０００万円、６．１％の増を見込んでいます。 

 国庫支出金は１７億５，８６０万円で、対前年度

比５億６６４万円、４０．５％の増で、国庫負担金

では障害者総合支援法給付事業負担金が５，６５５

万円の増、生活保護費負担金が１，２０８万円の増、

国庫補助金では、民生費国庫補助金が臨時福祉給付

金給付事業補助金として１億１，４６５万円の増、

教育費国庫補助金が篠山小学校耐震工事による学校

施設環境改善交付金として１億６，５８６万円の増

となりました。 

 県支出金は１２億６，２５３万円で、対前年度比

４，６９２万円、３．９％の増で、県負担金では民

生費負担金の障害者総合支援法給付事業負担金とし

て２，８２７万円の増、県補助金では、農業費補助

金の緊急防災林整備事業補助金として５，５１８万

円の増、県委託金では総務費委託金の選挙費委託金

が４，５４６万円の減となっています。 

 繰入金は１５億１５９万円で、対前年度比６億９，

９０７万円、３１．８％の減です。主なものは財政

調整基金繰入金が対前年度比５億５，０００万円、

３１．０％の減で、交付税等の段階的縮減による減

額などにより収支不足を補てんするため、１２億２，

３００万円の繰入れをしています。 

 最後に、市債は１５億５，７２１万円で、対前年

度比５億６，３３１万円、５６．７％の大幅な増と

なっています。主なものは臨時財政対策債が地方財

政対策により９億５，８３１万円、２５．２％の増

となり大きく発行額が増加したことによります。そ

れ以外の市債発行についても、篠山小学校耐震工事

等に係る全国防災事業債が４億３，６６０万円の皆

増、消防施設整備等による一般単独事業債が９，６

５０万円となっています。 
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（２）参考資料
①市税と市債の推移

（単位：億円）

※決算額

②普通交付税の推移
（単位：億円）
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４．一般会計歳出

（１）目的別歳出の内訳 　（単位：千円、％）

構成比 構成比
議 会 費 197,386 0.9 205,371 1.0 △ 7,985 △ 3.9
総 務 費 2,187,766 10.1 2,203,670 10.3 △ 15,904 △ 0.7
民 生 費 5,295,720 24.6 4,817,633 22.4 478,087 9.9
衛 生 費 2,016,029 9.4 2,017,832 9.4 △ 1,803 △ 0.1
労 働 費 10,800 0.0 9,286 0.0 1,514 16.3
農 林 水 産 業 費 1,357,279 6.3 1,368,887 6.4 △ 11,608 △ 0.8
商 工 費 329,154 1.5 264,321 1.2 64,833 24.5
土 木 費 1,805,929 8.4 1,593,407 7.4 212,522 13.3
消 防 費 788,968 3.7 745,472 3.5 43,496 5.8
教 育 費 3,123,981 14.5 2,563,220 11.9 560,761 21.9
公 債 費 4,267,778 19.8 5,458,909 25.4 △ 1,191,131 △ 21.8
諸 支 出 額 85,210 0.4 153,992 0.7 △ 68,782 △ 44.7
予 備 費 90,000 0.4 90,000 0.4 0 0.0
合 計 21,556,000 100.0 21,492,000 100.0 64,000 0.3

款
平成２６年度 平成２５年度

増減額 増減率

 議会費は、１億９，７３９万円、対前年度比７９

９万円、３．９％の減で、議員期末手当が２８３万

円の減となったことによるものです。 

 総務費は、２１億８，７７７万円、対前年度比１，

５９０万円、０．７％の減で、市長選挙費で２，５

８１万円の皆増、社会保障・税番号制度導入のため

のシステム整備等による、電子計算費で３，６８６

万円の増となっているものの、参議院議員選挙費で

２，５８７万円の皆減、県知事選挙費で２，６４４

万円の皆減、庁舎管理費が空調設備改修工事の完了

により１億４４８万円の減となったことによるもの

です。 

 民生費は、５２億９，５７２万円、対前年度比４

億７，８０９万円、９．９％の増で、平成２６年４

月からの消費税率引き上げに伴い、所得の低い方々

への負担の影響緩和措置として、臨時福祉給付金給

付事業が１億１，４６６万円の皆増、介護者の高齢

化に伴う介護給付費等の増加により、障害者総合支

援法給付事業が１億２，６３１万円の増となってい

ます。 

 衛生費は、２０億１，６０３万円、対前年度比１

８０万円、０．１％の減で、看護人材の確保育成の

ための看護師等修学資金貸与事業が５４０万円の増、

清掃センターリサイクル施設等の修繕料の増による

塵芥処理費が５，７３６万円の増となったものの、

予防接種費用助成金の減による、予防費が８２９万

円の減、水道事業会計への繰出金が１，２１７万円

の減、修繕料や光熱水費の減によるし尿処理費が３

６７万円の減、環境創造専門員の減などによる環境

政策費で１５８万円の減となったことにより全体と

して小幅な減となっています。 

 農林水産業費は、１３億５，７２８万円、対前年

度比１，１６１万円、０．８％の減で、間伐材等を

利用した土留め工への補助金の増など緊急防災林整

備事業が５，５２０万円の増、黒大豆優良種子生産

事業委託などにより特産物振興事業が１，１６５万

円の増となったものの昨年度実施した、ため池耐震

点検の減によるため池等整備事業が４，９６１万円

の減、獣害防護柵整備工事延長の減などによる鳥獣

被害防護事業が１億７６５万円の減となっておりま

す。 

 商工費は、３億２，９１５万円、対前年度比６，

４８３万円、２４．５％の増で、こんだ薬師温泉ぬ

くもりの郷の泉源井戸クリーニングや王地山公園さ

さやま荘大型バス駐車場新設工事などにより、観光

施設整備事業が５，６０１万円の増となっておりま

す。 

 土木費は、１８億５９３万円、対前年度比２億１，

２５２万円、１３．３％の増で、災害予防のための

河川排水ポンプの購入などにより河川総務費が１，

８４７万円の増、橋りょう長寿命化修繕計画工事な

どにより国庫補助道路整備事業が１億２，９８２万

円の増、市営河原町団地外壁工事等により市営住宅

管理費が３，４０４万円の増となっています。 

 消防費は、７億８，８９７万円、対前年度比４，

３５０万円、５．８％の増で、常備消防費が４，７

００万円の増、消防団への小型ポンプ積載車両購入

などにより防災基盤整備事業が９６９万円の増と

なっています。 

 教育費は、３１億２，３９８万円、対前年度比５

億６，０７６万円、２１．９％の増で、篠山総合ス

ポーツセンターの耐震補強工事の完了により篠山総

合スポーツセンター管理費が１億１，２８６万円の

大幅な減となったものの、篠山養護学校特別教室増

築工事等による学校施設維持管理費が１，８２１万

円の増、篠山小学校校舎・屋内運動場耐震補強工事

等による耐震補強事業が６億１７１万円の大幅な増

となっています。 

 公債費は、４２億６，７７８万円、対前年度比１

１億９，１１３万円、２１．８％の減で、通常償還

の元金が１億３８０万円の減、利子が６，９３５万

円の減となったほか、公債費の抑制のため昨年度実

施した繰上償還を今年度実施しないため９億８，１

４９万円の減となっています。 
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（２）性質別歳出の内訳 　（単位：千円、％）

構成比 構成比
10,427,601 48.4 11,287,842 52.6 △ 860,241 △ 7.6
3,459,137 16.0 3,432,589 16.0 26,548 0.8
2,700,727 12.5 2,432,878 11.3 267,849 11.0
4,267,737 19.9 5,422,375 25.3 △ 1,154,638 △ 21.3
3,922,953 18.2 3,771,891 17.6 151,062 4.0

71,057 0.3 70,816 0.3 241 0.3
2,400,861 11.1 2,304,080 10.7 96,781 4.2

85,213 0.4 153,995 0.7 △ 68,782 △ 44.7
10,320 0.0 4,920 0.0 5,400 109.8

2,992,638 13.9 2,933,502 13.6 59,136 2.0
1,555,357 7.3 874,954 4.1 680,403 77.8
1,555,357 7.3 874,954 4.1 680,403 77.8

補 助 事 業 1,005,445 4.7 283,072 1.3 722,373 255.2
単 独 事 業 549,912 2.6 591,882 2.8 △ 41,970 △ 7.1

90,000 0.4 90,000 0.4 0 0.0
21,556,000 100.0 21,492,000 100.0 64,000 0.3

積 立 金
投 資 及 び 出 資 ・ 貸 付 金

繰 出 金

平成２６年度 平成２５年度
増減額 増減率

義 務 的 経 費
人 件 費
扶 助 費
公 債 費

投 資 的 事 業
普 通 建 設 事 業

予 備 費

区       分

合 計

物 件 費
維 持 補 修 費
補 助 費 等

 人件費は、３４億５，９１４万円、対前年度比２，

６５５万円、０．８％の増となっています。内訳は、

退職手当調整負担金が１億１，９８５万円の増や職

員数の削減等により職員人件費は４，５４８万円の

増、市長選挙により１，０４９万円の増となりまし

た。 

 扶助費は、２７億７３万円、対前年度比２億６，

７８５万円、１１．０％の増となっています。内訳

は、消費税率８％への引き上げにともなう臨時的給

付措置である臨時福祉給付金及び子育て世帯臨時特

例給付金事業による１億４，３３７万円の増や障害

者総合支援法給付事業の介護給付費等の増により１

億１，４８７万円の増、中学校３年生までの医療費

無料化による３，９２１万円の増となっています。 

 公債費については、４２億６，７７４万円、対前

年度比１１億５，４６４万円、２１．３％の減と

なっています。内訳は、繰上償還９億８，１４９万

円の皆減によるもので、通常の元金は１億３８０万

円の減となっています。また利子については６，９

３５万円の減となっています。 

 これらをあわせた義務的経費は、公債費の減が影

響して１０４億２，７６０万円、対前年度比８億６，

０２４万円、７．６％の減となっており、繰上償還

の減による影響を除きますと実質１億２，１２５万

円、１．１％の増となります。 

 物件費については、３９億２，２９５万円、対前

年度比１億５，１０６万円、４．０％の増となって

います。内訳は、電子計算費が３，６８６万円の増、

県議会議員選挙費ならびに市長選挙費で１，６６２

万円の皆増、臨時福祉給付金及び子育て世帯臨時特

例給付金事業で１，６５３万円の増、地域おこし協

力隊事業が７７８万円の増、県の緊急雇用関係事業

で４，０３８万円の増が主なものです。 

 補助費等については、２４億８６万円、対前年度

比９，６７８万円、４．２％の増となっています。

内訳は地域づくり交付金関係で６８４万円の増、後

期高齢者医療費給付等事業で４，６４６万円の増、

多面的機能支払交付金事業で１，２０６万円の増、

間伐補助金及び緊急防災林整備事業で６，９７０万

円の増、企業誘致促進費で９８０万円の増、水道事

業会計への支出が１，２１７万円の減が主なもので

す。   

 繰出金については、２９億９，２６４万円、対前

年度比５，９１４万円、２．０％の増となっていま

す。内訳は、介護保険特別会計への繰出が介護給付

費の増などにより２，１１０万円の増、後期高齢者

医療特別会計への繰出が保険基盤安定負担金の増な

どにより１，５５０万円の増、下水道事業会計（公

共・特環）への繰出が乾燥施設整備や西紀中央浄化

センター施設の更新等により１，７３７万円の増に

よるものです。 

 投資的経費に関しては、１５億５，５３６万円、

対前年度比６億８，０４０万円、７７．８％の増と

なっています。内訳は、補助事業では、篠山小学校

木造校舎・屋内運動場耐震補強改修工事６億１，２

５５万円の増、橋りょう長寿命化修繕計画工事・交

通安全工事・舗装修繕工事で１億１，０８７万円の

皆増、河原町団地・牛ケ瀬改良住宅改修工事で３，

５３２万円の皆増などにより１０億５４５万円、対

前年度比７億２，２３７万円、２５５．２％の増と

なりました。また、単独事業では、富山保育園園舎

増築補助事業７，４３１万円の皆増、城東公民館外

壁等改修工事３，１９７万円の皆増、水槽付消防ポ

ンプ自動車購入で５，３９３万円の皆増、篠山総合

スポーツセンター耐震補強事業１億７１９万円の皆

減、庁舎空調設備改修事業９，９１４万円の皆減な

どにより５億４，９９１万円、対前年度比４，１９

７万円、７．１％の減となっています。 
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（単位：千円、％）
平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

80.6 84.8 86.5 94.3 92.3 97.2 97.7
18.1 18.7 19.5 20.7 20.8 21.5 22.6
12.6 12.9 13.0 13.2 13.2 13.3 13.7
- - - - 16.0 17.9 19.5
- - - - - - 298.8

0.503 0.498 0.483 0.475 0.462 0.460 0.453
14,430,003 14,587,276 14,753,251 14,841,305 15,217,367 15,667,817 15,743,061

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度
決算 決算見込 当初予算

95.6 88.9 85.2 100.7 94.8 96.7 98.8
21.3 19.7 17.5 18.2 17.8 16.7 15.4
14.2 14.3 13.2 12.6 12.0 11.4 10.2
21.7 22.7 22.5 22.7 22.4 22.4 21.4
308.5 289.0 256.4 247.1 239.2 241.9 261.5
0.448 0.432 0.422 0.438 0.435 0.431 0.400

16,009,205 16,221,931 16,508,014 16,045,189 15,143,297 14,694,888 14,164,465

（単位：千円）
平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

末 現 在 高 末 現 在 高 末 現 在 高 末 現 在 高 末 現 在 高 末 現 在 高 末 現 在 高

一 般 会 計 45,061,601 51,521,323 55,992,494 55,467,713 53,855,024 51,615,350 47,945,558

一 般 会 計 計 45,061,601 51,521,323 55,992,494 55,467,713 53,855,024 51,615,350 47,945,558

住 宅 資 金 特 別 会 計 300,674 258,642 214,387 174,811 147,524 118,035 96,572

観 光 施 設 事 業 特 別 会 計 200,000 200,000 200,000 200,000 188,236 176,472 164,708

土 地 取 得 特 別 会 計 6,214

下 水 道 事 業 特 別 会 計
（ 公 共 下 水 道 ）

10,776,867 12,341,848 14,064,380 14,611,717 14,435,820 13,954,651 13,534,702

下 水 道 事 業 特 別 会 計
（ 特 定 環 境 保 全 公 共 下 水 道 ）

11,891,004 13,779,303 14,357,369 14,157,704 13,845,706 13,497,554 13,076,284

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 9,117,861 10,752,132 11,736,017 11,854,283 11,637,400 11,370,309 11,047,739

宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計 104,520 92,420 80,320 68,220 56,120

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
（ 直 営 診 療 所 ）

65,224 55,442 45,451 34,991 24,036 15,363

特 別 会 計 計 32,462,364 37,479,787 40,697,924 41,101,726 40,334,842 39,132,384 37,920,005

水 道 事 業 会 計 9,842,340 12,970,139 15,521,122 16,493,503 17,574,379 17,726,139 17,631,452

ガ ス 事 業 会 計 1,328,420 1,393,892 1,391,096

公 営 企 業 会 計 計 11,170,760 14,364,031 16,912,218 16,493,503 17,574,379 17,726,139 17,631,452

合 計 88,694,725 103,365,141 113,602,636 113,062,942 111,764,245 108,473,873 103,497,015

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

末 現 在 高 末 現 在 高 末 現 在 高 末 現 在 高 末 現 在 高
末 現 在 高
見 込 額

末 現 在 高
見 込 額

一 般 会 計 44,188,171 40,702,464 38,085,403 33,894,620 30,211,347 27,586,500 25,269,948

一 般 会 計 計 44,188,171 40,702,464 38,085,403 33,894,620 30,211,347 27,586,500 25,269,948

住 宅 資 金 特 別 会 計 73,300 36,925 31,627 26,060 20,601 16,819 14,094

観 光 施 設 事 業 特 別 会 計 152,944

下 水 道 事 業 特 別 会 計
（ 公 共 下 水 道 ）

12,934,813 12,369,136 12,018,462 11,712,746 11,298,471 10,969,332 10,550,183

下 水 道 事 業 特 別 会 計
（ 特 定 環 境 保 全 公 共 下 水 道 ）

12,653,136 12,214,322 11,801,320 11,421,507 11,027,202 10,634,402 10,245,597

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 10,719,100 10,365,677 10,014,694 9,655,064 9,291,633 8,968,820 8,577,500

特 別 会 計 計 36,533,293 34,986,060 33,866,103 32,815,377 31,637,907 30,589,373 29,387,374

水 道 事 業 会 計 17,161,687 16,535,821 16,171,191 15,710,916 15,212,966 14,649,981 14,019,068

公 営 企 業 会 計 計 17,161,687 16,535,821 16,171,191 15,710,916 15,212,966 14,649,981 14,019,068

合 計 97,883,151 92,224,345 88,122,697 82,420,913 77,062,220 72,825,854 68,676,390

５．主な財政指標

６．会計別地方債残高

経常収支比率
公債費比率
起債制限比率（３ヵ年平均）
実質公債比率（３ヵ年平均）

会計区分

会計区分

経常収支比率
公債費比率
起債制限比率（３ヵ年平均）
実質公債比率（３ヵ年平均）
将来負担比率
財政力指数
標準財政規模等

将来負担比率
財政力指数
標準財政規模等

-34-



７．基金残高
（単位：千円）

財政調整基金

減債基金

その他特目基金

公共施設整備基金

丹波篠山ふるさと基金

地域振興基金

観光まちづくり基金

　　　一般会計　合　計

８．会計別当初予算額一覧
（単位：千円、％）

下水道事業特別会計

下水道事業特別会計

国民健康保険特別会計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

介護保険特別会計

4,309,994

特別会計　　　計

残　　高
残 高

当　　初 積立額 取崩額 残　　高

会　　　計　　　名 増減額

44,025 52,856 69,476 69,476 7,569

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

(3月補正後)
残　　高 残　　高

1,684,962

82,865

介護保険事業勘定

介護サービス事業勘定

事業勘定

直営診療所勘定

特定環境保全公共下水道

公共下水道

7,351,609 7,351,609 85,2109,903,468

介護保険特別会計

710,812

41,253

2,275,203

60,082

5,940,035

361,898

3,520,478

112,807

60,056

2,472,031

36,010

8,731,980

22.4

1.9

前年度対比

△ 1.0

△ 3.7

5.3

2.5

2.5

688.1

△ 0.6

△ 4.3

4.3

1.1

0.0

△ 1.2

0.3

0.3

△ 22.8

0.5

△ 8.0

37,943 91,705

16,963

2,472,031 2,434,715 2,362,100 2,362,100

40,492 10,684 9,923

3,888,275

2,774

12,529,207

1,227,781

8,707,534

3,993,877 4,446,218 4,363,756 4,363,756

1,046,641

773,793

4,801

4,999,765

4,771,106

21,556,000

21,556,000

6,688

2,274,422

平成２５年度

当初予算額

1,496,784

597,834

64,000

64,000

△ 1,976

△ 12,836

237,340

549,580

3,795,469

3,795,117

352

12,469,386

1,283,423

1,003,835

765,539

4,801

5,058,075

△ 8,301

23.6

589,533

713,354

6,021,092 4,373,787 4,025,403 2,906,955 2,906,955 1,007

△ 8,681

29,109

95,580

93,158

2,422

59,821

△ 55,642

42,806

8,254

0

△ 58,310

△ 49,629

103,848

2,533,356

2,637,204

36,598,590

基　　　金　　　名
平成26年度

う
ち
主
な
基
金

平成２６年度

当初予算額

1,223,000

364,316 235,915 80,898 80,898 1,967 0

170,217 747,212 753,068 753,068 23,921 66,177

2,119 89,016

59,592 44,657 40,492

合　　　　　　　　計

21,492,000

21,492,000

8,664

2,287,258

農業集落排水事業特別会計

公営駐車場事業特別会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

一般会計

一般会計　　　計

住宅資金特別会計

下水道事業特別会計

95,547

3,131,190

3,226,737

37,311,944

228,659

578,689

3,891,049

4,820,735

農業共済事業会計

水道事業会計

企業会計　   　計
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1. 引き上げ分の地方消費税交付金（社会保障財源化分）収入見込額 87,758 千円

2. 社会保障４経費その他社会保障施策に要する経費 144,685 千円
　　　　（実際に引上げ分の地方消費税交付金を充てた経費）

（単位：千円）

国県
支出金

地方債 その他

地方消費
税交付金
（社会保障
財源化分）

その他の
一般財源

こども医療費
助成事業

40,285 7,211 0 0 30,502 2,572

乳幼児医療費
助成事業

104,400 42,316 0 1 57,256 4,827

144,685 49,527 0 1 87,758 7,399合　　　計

９．引き上げ分の地方消費税交付金（社会保障財源化分）が
　　　充てられる社会保障４経費　その他社会保障施策に要する経費

項　　　　　目 予算額

特定財源 一般財源

児童
福祉費
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１０．総合計画の施策体系による具体的予算措置

□保健衛生総務費・健康課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　４２，５８７千円

□地域医療対策事業費・福祉総務課　－－－－－－－－－－－－－－－－－　１８０，４４７千円

□休日診療所事業・健康課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１６，０３０千円

□看護師等修学資金貸与事業・福祉総務課　－－－－－－－－－－－－－－－－　８，４５４千円

□予防費・健康課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１０２，４９１千円

□健康増進事業費・健康課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　４８，５８１千円

□健康福祉センター管理費・健康課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１２，７８１千円

□食育推進事業費・健康課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　３，２４８千円

□民生児童委員活動費・福祉総務課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１１，１６５千円

□社会福祉協議会助成費・福祉総務課　－－－－－－－－－－－－－－－－－　６３，６８５千円

□地域福祉推進事業費・福祉総務課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　８１９千円

□福祉事務所等管理費・福祉総務課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１，０２２千円

□長寿福祉一般事務費・地域福祉課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　９，３０１千円

□敬老事業・地域福祉課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　４，９９２千円

□老人クラブ助成事業・地域福祉課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１４，９９８千円

□人生８０年いきいき住宅助成事業・地域福祉課　－－－－－－－－－－－－－　８，３５７千円

□老人保護措置事業・地域福祉課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　５６，１５８千円

□高年齢者就業機会確保事業・福祉総務課　－－－－－－－－－－－－－－－　１３，３８０千円

□在宅高齢者支援事業・地域福祉課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１８，８８６千円

□西紀老人福祉センター管理費・福祉総務課　－－－－－－－－－－－－－－－　５，８０１千円

□保健センター管理費・地域福祉課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１，１１３千円

□災害時要援護事業・地域福祉課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　５４５千円

□全国車いすマラソン大会推進事業・福祉総務課　－－－－－－－－－－－－－－－　４７２千円

□障害者福祉一般事務費・地域福祉課　－－－－－－－－－－－－－－－－－　１５，９５１千円

□障害者福祉事業・地域福祉課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　３，６０３千円

□小児慢性特定疾患児日常生活用具給付等事業・地域福祉課　－－－－－－－－－－　１５４千円

□特別障害者手当等支給事業・地域福祉課　－－－－－－－－－－－－－－－　２３，２１１千円

□障害者自立支援事業・地域福祉課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２，３９７千円

□地域生活支援事業・地域福祉課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　８７，９７２千円

□障害者総合支援法給付事業・地域福祉課　－－－－－－－－－－－－－－　７７７，７０１千円

□グループホーム等利用者家賃負担軽減事業・地域福祉課　－－－－－－－－－　３，０００千円

□精神保健福祉事業・地域福祉課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１，７５８千円

□ユニバーサルモデル施設等改修費補助事業・地域福祉課　－－－－－－－－－　１，５００千円

□行旅病人取扱事務費・福祉総務課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２０１千円

□老人医療費助成事業・医療保険課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１４，２９９千円

□重度心身障害者医療費助成事業・医療保険課　－－－－－－－－－－－－－　７１，９２４千円

□高齢重度心身障害者特別医療費助成事業・医療保険課　－－－－－－－－－　４５，６６７千円

□重度精神障害者医療費助成事業・医療保険課　－－－－－－－－－－－－－－　８，９８１千円

□高齢重度精神障害者特別医療費助成事業・医療保険課　－－－－－－－－－－　１，３２０千円

□国民年金事務費・医療保険課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　８７５千円

□介護保険特別対策費・医療保険課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１０３千円

□後期高齢者医療費給付等事業・医療保険課　－－－－－－－－－－－－－　７３９，８４２千円

□住宅手当緊急特別措置事業・地域福祉課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２５２千円

□乳幼児医療費助成事業・医療保険課　－－－－－－－－－－－－－－－－　１０４，４００千円

□母子家庭等医療費給付事業・医療保険課　－－－－－－－－－－－－－－－　１２，９６９千円

□母子家庭等医療費給付事業（市単独事業）・医療保険課　－－－－－－－－－　１，５１２千円

□寡婦医療費給付事業・医療保険課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１５千円

１ 安心して暮らし続けられるまち 
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□生活保護費一般・地域福祉課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　３，１６３千円

□セーフティネット支援対策等事業・地域福祉課　－－－－－－－－－－－－－　２，５５７千円

□生活保護措置事業・地域福祉課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－　３５６，３０７千円

□中国残留邦人等支援給付事業・地域福祉課　－－－－－－－－－－－－－－－　３，２２１千円

□こども医療費助成事業・医療保険課　－－－－－－－－－－－－－－－－－　４０，２８５千円

□男女共同参画費・人権推進課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　８５２千円

□男女共同参画センター費・人権推進課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２８６千円

□結婚相談室費・企画課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２，３５８千円

□遺族関係費・福祉総務課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　７９３千円

□人権対策管理費・人権推進課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　３４，１３９千円

□人権政策啓発事業・人権推進課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　８，０４４千円

□平和活動推進事業・人権推進課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　５０１千円

□丹南児童館運営費・人権推進課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２，５１６千円

□多文化共生事業・市民協働課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　４９８千円

□あいさつ運動啓発費・人権推進課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　６３７千円

□ふれあい館運営費・人権推進課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２８，０９３千円

□社会教育総務費・社会教育文化財課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－　６，０７７千円

□生涯学習支援「まなびすとバンク」事業・社会教育文化財課　－－－－－－－－－－　７１千円

□視聴覚ライブラリー事業・中央図書館　－－－－－－－－－－－－－－－－－　３，５７５千円

□全国ビデオコンクール事業・中央図書館　－－－－－－－－－－－－－－－－　１，２４８千円

□中央公民館管理費・中央公民館　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２９，６１３千円

□城東分館管理費・中央公民館　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　３６，３４２千円

□高齢者大学運営事業・中央公民館　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　６，２７５千円

□中央公民館事業費・中央公民館　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２３，４１５千円

□図書館管理運営費・中央図書館　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　６２，１７７千円

□保健体育総務費・社会教育文化財課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－　８，３８１千円

□篠山総合スポーツセンター管理費・スポーツセンター　－－－－－－－－－　３８，１２９千円

□西紀運動公園管理費・社会教育文化財課　－－－－－－－－－－－－－－－　１９，９２５千円

□体育館管理費・中央公民館　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１２，８４１千円

□グラウンド・テニスコート管理費・中央公民館　－－－－－－－－－－－－－　７，４７３千円

□海洋センター運営管理費・中央公民館　－－－－－－－－－－－－－－－－－　４，５５９千円

□城東グラウンド施設整備事業費・中央公民館　－－－－－－－－－－－－－　１２，０００千円

□住宅資金特別会計　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　６，６８８千円

□国民健康保険特別会計（事業勘定）　－－－－－－－－－－－－－－　４，７７１，１０６千円

□国民健康保険特別会計（直診勘定）　－－－－－－－－－－－－－－－－　２２８，６５９千円

□後期高齢者医療特別会計　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　５７８，６８９千円

□介護保険特別会計（介護保険事業勘定）　－－－－－－－－－－－－　３，８８８，２７５千円

□介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）　－－－－－－－－－－－－－－　２，７７４千円

□防災行政無線費・市民安全課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　９，３６７千円

□災害救助費・福祉総務課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　５千円

□常備消防費・消防本部管理課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１０１，１２６千円

□非常備消防費・市民安全課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１０４，３５９千円

□非常備消防施設管理整備費・市民安全課　－－－－－－－－－－－－－－－　２７，６１５千円

□防災基盤整備事業・市民安全課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　４０，２０２千円

□防災訓練費・市民安全課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　３９２千円

□防災事務費・市民安全課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１０，８００千円

□国民保護事務費・市民安全課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２６４千円

□西紀防災行政無線事業・市民課西紀支所　－－－－－－－－－－－－－－－－　２，４６３千円

□今田オフトーク通信事業・市民課今田支所　－－－－－－－－－－－－－－－　４，１０６千円

□東日本大震災復旧復興支援事業・市民安全課　－－－－－－－－－－－－－－　４，３０５千円

２ 安全で暮らしの環境が整ったまち 
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□交通安全対策費・市民安全課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２４，５６５千円

□犯罪被害者支援費・市民協働課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　３０６千円

□防犯対策費・市民協働課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２，９８８千円

□消費者行政推進費・市民協働課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　４，５２１千円

□小型合併処理浄化槽整備事業・経営企画課　－－－－－－－－－－－－－－－　３，８９６千円

□し尿処理費・経営企画課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　４２，４８１千円

□コミュニティプラント管理費・経営企画課　－－－－－－－－－－－－－－　３４，１８９千円

□市営駐車場管理費・地域整備課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　３０，１２５千円

□公園施設管理費・地域整備課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１２，０６８千円

□土木総務費・地域整備課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　８，０２９千円

□地籍調査事業・地域整備課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　６００千円

□道路維持管理費・地域整備課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　６６，０３２千円

□国庫補助道路整備事業・地域整備課　－－－－－－－－－－－－－－－－　１２９，８２３千円

□市単独事業・地域整備課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　６，４９１千円

□橋りょう維持管理費・地域整備課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　７，２６２千円

□河川総務費・地域整備課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　３５，６９９千円

□みくまりダム管理事業・地域整備課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－　６，５６９千円

□都市施設管理費・地域整備課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　８，４４０千円

□都市公園管理費・地域整備課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　７，８４７千円

□市営住宅管理費・地域計画課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　６９，１９６千円

□住宅一般事務費・地域計画課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１，０６０千円

□河川整備事業・地域整備課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１，２０９千円

□西紀ダム管理事業・地域整備課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　８，８５８千円

□公共交通対策事業・企画課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　４９，０３４千円

□交通対策費・市民協働課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２，２３９千円

□下水道事業特別会計（公共下水道）　－－－－－－－－－－－－－－　１，２２７，７８１千円

□下水道事業特別会計（特定環境保全公共下水道）　－－－－－－－－　１，０４６，６４１千円

□農業集落排水事業特別会計　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　７７３，７９３千円

□公営駐車場事業特別会計　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　４，８０１千円

□水道事業会計　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　３，１３１，１９０千円

□児童福祉一般事務費・こども未来課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－　３，４２９千円

□児童扶養手当支給事業・福祉総務課　－－－－－－－－－－－－－－－－　１３４，５５２千円

□次世代育成支援対策事業・福祉総務課　－－－－－－－－－－－－－－－－－　２，４７８千円

□ファミリーサポートセンター事業・福祉総務課　－－－－－－－－－－－－－－－　９１９千円

□子育てふれあいセンター費・福祉総務課　－－－－－－－－－－－－－－－　１９，０４８千円

□児童福祉総務管理費・福祉総務課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１９９千円

□母子生活支援施設委託事業・福祉総務課　－－－－－－－－－－－－－－－－　７，３４７千円

□母子自立支援教育訓練給付事業・福祉総務課　－－－－－－－－－－－－－－－－　２００千円

□高等技能訓練促進費等事業・福祉総務課　－－－－－－－－－－－－－－－－　２，０４６千円

□母子保健事業費・健康課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１３，２５１千円

□妊婦健康診査費補助事業・健康課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－　３３，０４４千円

□児童手当支給事業・福祉総務課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－　６３４，７６８千円

□要保護児童対策事業・福祉総務課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１，０４４千円

□未熟児養育事業・健康課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１，４８５千円

□いじめ防止等対策事業・福祉総務課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２６８千円

□子育て世帯臨時特例給付金事業・福祉総務課　－－－－－－－－－－－－－　４５，７２２千円

□家庭児童相談室設置費・福祉総務課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－　４，２８０千円

□私立保育所運営事業・こども未来課　－－－－－－－－－－－－－－－－　２７９，１８２千円

□管外保育運営事業・こども未来課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１０，８２９千円

□放課後児童対策事業・こども未来課　－－－－－－－－－－－－－－－－－　７９，６３５千円

３ 心豊かな人を育む子育てしやすいまち 
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□預かり保育事業・こども未来課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１８，９４７千円

□幼児教育推進事業・こども未来課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－　３８，３３２千円

□幼稚園預かり保育事業・こども未来課　－－－－－－－－－－－－－－－－　５１，９１３千円

□幼稚園管理費・こども未来課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２３，９１１千円

□味間幼稚園管理費・こども未来課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１１，７０２千円

□公立保育所費・こども未来課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１７，８３０千円

□たかしろ保育園費・こども未来課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１０，０１２千円

□城東保育園費・こども未来課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　９，４５０千円

□にしき保育園費・こども未来課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１０，４６６千円

□今田保育園費・こども未来課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　９，３５６千円

□味間保育園費・こども未来課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２１，７０４千円

□幼保一体化推進事業・こども未来課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　４９５千円

□学校教育充実事業・学校教育課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１２３，１６０千円

□体験教育推進事業・学校教育課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１９，１３０千円

□教育統計調査費・学事課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　３８千円

□教育委員会費・教育総務課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　３，３５１千円

□事務局費・教育総務課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　９，２４９千円

□学校教育総務費・学事課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　３６，４６２千円

□スクールバス管理事業・学事課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１５９，９５７千円

□学校施設維持管理費・学事課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　６０，８２９千円

□学習環境支援事業・学校教育課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１８，６１５千円

□小学校管理費・学事課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１７２，７０６千円

□小学校教育振興費・学事課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　８３，７８８千円

□耐震補強事業・学事課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　６１２，８３９千円

□中学校管理費・学事課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　８８，０６１千円

□中学校教育振興費・学事課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　５７，６１４千円

□特別支援学校管理費・学事課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１９，３９０千円

□特別支援学校教育振興費・学事課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１，６０５千円

□青少年育成一般費・社会教育文化財課　－－－－－－－－－－－－－－－－－　５，９９１千円

□ひょうご放課後プラン（子ども教室型）事業・社会教育文化財課　－－－－－－－　８７７千円

□篠山東部学校給食センター管理費・東部学校給食センター　－－－－－－　１０４，８１８千円

□篠山西部学校給食センター管理費・西部学校給食センター　－－－－－－－　９４，１８７千円

□篠山西部学校給食調理費・西部学校給食センター　－－－－－－－－－－－　９７，５８１千円

□篠山東部学校給食調理費・東部学校給食センター　－－－－－－－－－－　１０３，５１２千円

□奨学金貸付事業・教育総務課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１，９７６千円

□学校地域連携事業・学校教育課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　７，６８９千円

□学校給食総務費・学事課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１，５８４千円

□環境衛生費・環境課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１１，８６７千円

□環境政策費・環境課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　３，７１１千円

□斎場運営管理費・市営斎場　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　５４，２６３千円

□一般公害対策費・環境課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２，４１７千円

□篠山城跡公園堀浄化事業・地域整備課　－－－－－－－－－－－－－－－－－　１，０４０千円

□林業一般管理事業・農都整備課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　５，３７１千円

□森林整備地域活動支援事業・農都整備課　－－－－－－－－－－－－－－－－　４，６１０千円

□森林管理１００％作戦事業・農都整備課　－－－－－－－－－－－－－－－　２１，８４３千円

□緊急防災林整備事業・農都整備課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－　６９，２０８千円

□混交林整備事業・農都整備課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　３３，１６３千円

□森林病虫害等対策事業・農都整備課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２，３５８千円

□森林里山利活用事業・農都整備課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１４，１２８千円

□里山ふれあい事業・農都整備課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　４３３千円

４ 田園景観や伝統行事の継承と新たな文化を育むまち 
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□森づくり構想等策定事業・農都整備課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２３６千円

□地域おこし協力隊事業・農都整備課　－－－－－－－－－－－－－－－－－　１３，９１１千円

□多面的機能発揮対策事業・農都整備課　－－－－－－－－－－－－－－－－－　１，５００千円

□清掃一般事務費・環境課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　４，１４６千円

□塵芥処理費・環境課清掃センター　－－－－－－－－－－－－－－－－－　４５０，４６９千円

□塵芥収集費・環境課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１１３，２８２千円

□廃棄物処理費・環境課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　３，８３７千円

□地球温暖化対策費・環境課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　３，６８５千円

□景観形成事業・地域計画課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　６，９６６千円

□地域開発費・地域計画課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　９２２千円

□都市計画事務費・地域計画課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　５，２５０千円

□ふるさと篠山に住もう帰ろう運動推進事業・企画課　－－－－－－－－－－　５８，４１１千円

□特定用地管理事務・企画課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　８６０千円

□文化財保護管理費・社会教育文化財課　－－－－－－－－－－－－－－－－－　２，５８７千円

□史跡篠山城跡保存修理事業・社会教育文化財課　－－－－－－－－－－－－　２１，４６２千円

□指定文化財修理防災事業・社会教育文化財課　－－－－－－－－－－－－－－　２，０７９千円

□町並整備事業・社会教育文化財課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－　８６，５４６千円

□地域文化費・社会教育文化財課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１，５００千円

□文化施設管理費・社会教育文化財課　－－－－－－－－－－－－－－－－－　４６，１９１千円

□脊椎動物化石保護・活用事業・社会教育文化財課　－－－－－－－－－－－－　３，８８８千円

□創造都市ネットワーク推進事業・企画課　－－－－－－－－－－－－－－－－　４，８０１千円

□チルドレンズミュージアム管理費・企画課　－－－－－－－－－－－－－－　２６，３６２千円

□篠山市展・社会教育文化財課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２，６３５千円

□交響ホール管理費・たんば田園交響ホール　－－－－－－－－－－－－－－　３０，４７７千円

□交響ホール市主催事業費・たんば田園交響ホール　－－－－－－－－－－－　１４，０２２千円

□さぎそうホール管理費・たんば田園交響ホール　－－－－－－－－－－－－－　１，４８１千円

□農業委員関係費・農業委員会事務局　－－－－－－－－－－－－－－－－－　１２，８４３千円

□農業委員会事務局費・農業委員会事務局　－－－－－－－－－－－－－－－－　１，８０２千円

□農業者年金事務費・農業委員会事務局　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　６２千円

□農業振興地域整備促進事業・農都政策課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－　３５４千円

□中山間地域直接支払制度事業・農都整備課　－－－－－－－－－－－－－－　２１，０７４千円

□鳥獣被害対策事業・農都整備課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　５７，００９千円

□農地一般管理事業・農都整備課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１８，１６３千円

□県営土地改良事業・農都整備課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　３，４５６千円

□鳥獣被害防護事業・農都整備課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　８３，２０６千円

□ため池等整備事業・農都整備課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　５，４３０千円

□多面的機能支払交付金事業・農都政策課　－－－－－－－－－－－－－－－　６９，０８０千円

□土地改良施設維持管理適正化事業・農都整備課　－－－－－－－－－－－－　２４，３６４千円

□市単独土地改良事業・農都整備課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　３，９００千円

□環境創造型農業推進事業・農都政策課　－－－－－－－－－－－－－－－－－　２，１９７千円

□農業農村整備事業・農都整備課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１５，６８０千円

□新規就農者支援事業・農都政策課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　８，３５１千円

□農地保全推進事業・農都政策課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１１，０４７千円

□担い手支援事業・農都政策課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１０，７８０千円

□集落営農推進事業・農都政策課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　７，５７７千円

□特産物振興事業・農都政策課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１９，１９６千円

□特産物普及ＰＲ事業・農都政策課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　６，５０８千円

□畜産振興事業・農都政策課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１，３４７千円

□農業一般管理事業・農都政策課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　３８，６６５千円

□生産調整対策事業・農都政策課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１１，８１３千円

５ 活力ある産業を興し､まちの資産を生かすまち 
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□農業農村施設管理事業・農都政策課　－－－－－－－－－－－－－－－－－　１８，７０７千円

□山村振興事業・農都政策課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　５５５千円

□農林業センサス費・農都政策課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　７，２０２千円

□工業統計調査費・商工観光課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２９８千円

□労働諸費・商工観光課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２，５６６千円

□企業誘致促進費・企業振興課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１９，８１４千円

□経済センサス費・商工観光課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２，１７５千円

□商工総務費・商工観光課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　７８１千円

□商工振興施設管理費・商工観光課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－　５１，５６６千円

□商工振興費・商工観光課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　４７，７３７千円

□観光まちづくり推進事業・商工観光課　－－－－－－－－－－－－－－－－　１３，２５６千円

□観光宣伝事業・商工観光課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１７，５４６千円

□観光総務費・商工観光課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１，１０２千円

□観光客おもてなし事業・商工観光課　－－－－－－－－－－－－－－－－－　３１，９７７千円

□観光施設整備事業・商工観光課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　７１，０９７千円

□農業共済事業会計　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　９５，５４７千円

□行政改革推進事務費・行政経営課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２６９千円

□文書広報費・総務課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１０，３６１千円

□ふるさと一番会議事業・総務課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　５４千円

□財政管理費・行政経営課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１，１６６千円

□企画一般事務費・企画課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　９，１６７千円

□篠山再生計画事業・行政経営課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１０５千円

□地域情報化事業・総務課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１６，６２６千円

□行政相談費・市民協働課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１１４千円

□一般管理費・総務課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２７，７１２千円

□職員研修費・職員課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　３，５２９千円

□職員厚生事務費・職員課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　５，２６５千円

□人事給与事務費・職員課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　３，８９３千円

□事業監理事務費・管財契約課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　３，３５７千円

□営繕管理事務費・管財契約課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　６８６千円

□秘書費・秘書課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　６，８６１千円

□会計管理費・会計課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１，６０８千円

□財産管理費・管財契約課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１５，５１３千円

□庁舎管理費・管財契約課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　４３，６６９千円

□公用車管理費・管財契約課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２１，２７９千円

□政策課題研究事業・企画課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２００千円

□電子計算費・総務課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１１６，８９７千円

□城東支所費・市民課城東支所　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　５６０千円

□多紀支所費・市民課多紀支所　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１，４３７千円

□西紀支所費・市民課西紀支所　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２７，５５４千円

□丹南支所費・市民課丹南支所　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１，０８６千円

□今田支所費・市民課今田支所　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　６，３５０千円

□しゃくなげ会館管理費・市民課西紀支所　－－－－－－－－－－－－－－－－　２，００９千円

□高齢者コミュニティセンター管理費・市民課西紀支所　－－－－－－－－－－－－　７５５千円

□公平委員会費・監査委員等事務局　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　６８４千円

□市民相談費・市民協働課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　４１２千円

□諸費・総務課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　３，７９５千円

□市税還付金・課税課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１３，２１４千円

□税務総務費・課税課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２，２４３千円

□固定資産評価審査委員会費・監査委員等事務局　－－－－－－－－－－－－－－－　１８０千円

６ 市民が主役､市民が主体でつくるまち 
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□賦課徴収費・課税課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　６４，００８千円

□戸籍住民基本台帳費・市民課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２１，２５８千円

□選挙管理委員会費・監査委員等事務局　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　７０３千円

□統計調査総務費・総務課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　５９千円

□統計調査員確保対策事業・総務課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　３４千円

□監査委員費・監査委員等事務局　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２，１９２千円

□篠山市有線放送共同施設協会補助金事業・市民課多紀支所　－－－－－－－－－－　９００千円

□地域環境対策費・市民安全課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２，０００千円

□国勢調査費・総務課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２８７千円

□全国消費実態調査費・総務課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　８３８千円

□市長選挙費・監査委員等事務局　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２５，８１３千円

□県議会議員選挙費・監査委員等事務局　－－－－－－－－－－－－－－－－－　６，８４７千円

□農業委員選挙費・監査委員等事務局　－－－－－－－－－－－－－－－－－－　４，９５０千円

□功労者表彰費・秘書課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　６４４千円

□今田まちづくりセンター管理費・市民課今田支所　－－－－－－－－－－－－　２，９５５千円

□自治会関係費・市民協働課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　４９，９９１千円

□公民館改修助成事業・管財契約課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－　１１，９２２千円

□コミュニティセンター管理費・管財契約課　－－－－－－－－－－－－－－　１５，０３０千円

□県民交流広場事業市町推進事務費・市民協働課　－－－－－－－－－－－－－－－　１７７千円

□まちづくり活動推進費・市民協働課　－－－－－－－－－－－－－－－－－　４８，５２９千円

□市民活動推進費・市民協働課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　６，９３６千円

□官学地域連携事業・企画課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　７，７５８千円

□丹波篠山ふるさと応援団事業・企画課　－－－－－－－－－－－－－－－－－　３，４９１千円

□国内交流推進事業費・市民協働課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２，５３６千円

□社会福祉一般事務費・福祉総務課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２，０６８千円

□国際交流推進事業費・市民協働課　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　２，２２８千円

□酒井貞子人材育成基金事業・市民協働課　－－－－－－－－－－－－－－－－　１，０６６千円
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1
9

7
7
5
,6
3
3

1
8
.3
2
%

③
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
生
活
を
保
障
す
る

1
2
3

1
0
,4
1
6
,9
0
2

3
0
.6
5
%

1
0
,4
1
6
,9
0
2

1
0
,2
0
0
,2
2
7

2
.1
2
%

④
人
権
を
尊
重
し
、
あ
た
た
か
い
ま
ち
を
つ
く
る

1
2
4

8
5
,4
0
5

0
.2
5
%

2
,3
5
8

8
2
,2
5
4

7
9
3

7
7
,1
4
8

1
0
.7
0
%

3
．
生
涯
に
わ
た
り
学
び
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る

①
だ
れ
も
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
地
域
社
会
に
参
画
す
る

1
3
1

2
7
2
,1
0
1

0
.8
0
%

2
7
2
,1
0
1

4
0
5
,2
1
0

△
3
2
.8
5
%

①
安
全
安
心
な
暮
ら
し
に
む
け
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る

2
1
1

3
0
5
,0
0
4

0
.9
0
%

2
0
3
,8
7
3

5
1
0
1
,1
2
6

1
9
8
,1
3
3

5
3
.9
4
%

②
交
通
安
全
と
防
犯
対
策
で
市
民
の
安
全
を
守
る

2
1
2

3
2
,3
8
0

0
.1
0
%

3
2
,3
8
0

3
1
,1
1
8

4
.0
6
%

①
上
水
道
・
下
水
道
事
業
を
安
定
さ
せ
る

2
2
1

6
,2
2
5
,3
9
9

1
8
.3
2
%

6
,2
2
5
,3
9
9

5
,6
3
2
,0
8
6

1
0
.5
3
%

②
道
路
・
河
川
・
住
宅
・
公
園
な
ど
　
都
市
の
基
盤
を
整
え
る

2
2
2

4
0
4
,1
0
9

1
.1
9
%

4
0
4
,1
0
9

2
3
1
,8
7
1

7
4
.2
8
%

③
交
通
網
と
情
報
網
で
地
域
を
つ
な
ぐ

2
2
3

5
1
,2
7
3

0
.1
5
%

4
9
,0
3
4

2
,2
3
9

5
3
,5
0
4

△
4
.1
7
%

①
地
域
み
ん
な
で
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
る

3
1
1

8
9
9
,8
0
0

2
.6
5
%

8
9
6
,3
7
1

3
,4
2
9

8
8
0
,7
1
0

2
.1
7
%

②
多
様
化
す
る
子
育
て
環
境
に
応
じ
た
保
育
・
教
育
を
め
ざ
す

3
1
2

5
9
8
,0
4
4

1
.7
6
%

4
,2
8
0

5
9
3
,7
6
4

5
4
5
,4
8
8

9
.6
3
%

①
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
を
培
い
、
創
造
性
を
伸
ば
す

3
2
1

1
4
2
,2
9
0

0
.4
2
%

1
4
2
,2
9
0

1
3
7
,1
8
4

3
.7
2
%

②
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
を
つ
く
る

3
2
2

1
,5
3
0
,3
7
7

4
.5
0
%

1
,5
3
0
,3
7
7

9
1
4
,2
4
3

6
7
.3
9
%

③
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
新
し
い
時
代
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る

3
2
3

2
1
2
,3
4
2

0
.6
2
%

2
1
2
,3
4
2

2
2
1
,9
9
5

△
4
.3
5
%

①
環
境
を
守
る
”
こ
こ
ろ
”
を
育
み
未
来
に
つ
な
ぐ

4
1
1

7
3
,2
9
8

0
.2
2
%

7
2
,2
5
8

1
,0
4
0

7
1
,6
5
8

2
.2
9
%

②
自
然
の
豊
か
な
恵
み
を
守
り
、
育
て
る

4
1
2

1
6
6
,7
6
1

0
.4
9
%

1
6
6
,7
6
1

8
5
,8
5
9

9
4
.2
3
%

③
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
を
つ
く
る

4
1
3

5
7
5
,4
1
9

1
.6
9
%

5
7
5
,4
1
9

5
1
5
,3
1
7

1
1
.6
6
%

①
美
し
い
景
観
を
資
産
と
し
て
守
り
、
育
み
、
つ
く
る

4
2
1

6
,9
6
6

0
.0
2
%

6
,9
6
6

6
,0
1
3

1
5
.8
5
%

②
土
地
や
景
観
を
大
切
に
し
、
計
画
的
に
ま
ち
を
つ
く
る

4
2
2

6
,1
7
2

0
.0
2
%

6
,1
7
2

1
0
,3
3
1

△
4
0
.2
6
%

③
丹
波
篠
山
ス
タ
イ
ル
の
住
ま
い
を
つ
く
る

4
2
3

5
8
,4
1
1

0
.1
7
%

5
8
,4
1
1

5
8
,6
0
9

△
0
.3
4
%

①
歴
史
や
文
化
資
産
を
生
か
し
て
ま
ち
を
つ
く
る

4
3
1

1
6
1
,2
2
5

0
.4
7
%

8
6
0

1
6
0
,3
6
5

1
3
5
,2
9
5

1
9
.1
7
%

②
芸
術
や
文
化
振
興
を
通
し
て
ま
ち
の
創
造
性
を
育
む

4
3
2

8
3
,6
6
6

0
.2
5
%

3
1
,1
6
3

5
2
,5
0
3

8
9
,6
5
3

△
6
.6
8
%

①
農
地
を
守
り
、
農
業
を
継
承
す
る

5
1
1

3
1
8
,6
2
0

0
.9
4
%

3
0
3
,9
1
3

1
4
,7
0
7

4
4
7
,5
6
1

△
2
8
.8
1
%

②
農
業
を
担
う
意
欲
あ
る
担
い
手
を
育
て
る

5
1
2

1
3
3
,3
0
2

0
.3
9
%

1
3
3
,3
0
2

1
3
8
,2
8
0

△
3
.6
0
%

③
丹
波
篠
山
ブ
ラ
ン
ド
の
維
持
・
拡
大
す
る

5
1
3

1
0
3
,9
9
3

0
.3
1
%

1
0
3
,9
9
3

7
8
,2
7
9

3
2
.8
5
%

①
企
業
振
興
・
誘
致
で
雇
用
を
生
み
出
し
、
働
く
人
材
を
結
ぶ

5
2
1

2
2
,6
7
8

0
.0
7
%

1
9
,8
1
4

2
,8
6
4

2
1
,9
9
2

3
.1
2
%

②
食
と
農
と
の
連
携
に
よ
る
新
し
い
産
業
を
つ
く
る

5
2
2

0
0
.0
0
%

0
-

③
魅
力
あ
る
商
と
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
を
興
す

5
2
3

1
0
2
,2
5
9

0
.3
0
%

1
0
2
,2
5
9

9
6
,2
6
9

6
.2
2
%

①
丹
波
篠
山
観
光
の
魅
力
を
引
き
出
す

5
3
1

1
3
,2
5
6

0
.0
4
%

1
3
,2
5
6

6
,1
5
0

1
1
5
.5
4
%

②
丹
波
篠
山
観
光
の
魅
力
を
広
く
伝
え
る

5
3
2

1
7
,5
4
6

0
.0
5
%

1
7
,5
4
6

1
3
,2
3
7

3
2
.5
5
%

③
お
も
て
な
し
の
環
境
を
整
え
る

5
3
3

1
0
4
,1
7
6

0
.3
1
%

1
0
4
,1
7
6

4
5
,2
3
2

1
3
0
.3
1
%

①
市
民
の
声
を
生
か
し
て
効
果
的
・
効
率
的
に
行
政
経
営
す
る

6
1
1

3
7
,8
6
2

0
.1
1
%

1
0
,7
0
7

2
7
,0
4
1

1
1
4

3
7
,5
3
6

0
.8
7
%

②
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
市
役
所
を
つ
く
る

6
1
2

4
4
0
,6
3
7

1
.3
0
%

7
,0
6
1

3
2
6
,2
7
8

6
4
,3
2
1

1
,6
0
8

4
1
,3
6
9

5
5
6
,7
5
9

△
2
0
.8
6
%

③
参
画
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
仕
組
み
を
整
え
る

6
1
3

0
0
.0
0
%

0
-

①
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
自
治
会
活
動
を
支
援
す
る

6
2
1

1
2
9
,2
4
8

0
.3
8
%

6
4
4

2
6
,9
5
2

1
0
1
,6
5
2

1
2
4
,8
2
9

3
.5
4
%

②
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
活
動
を
支
援
す
る

6
2
2

6
,9
3
6

0
.0
2
%

6
,9
3
6

6
,9
7
0

-

③
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
・
団
体
と
連
携
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

6
2
3

1
9
,1
4
7

0
.0
6
%

1
1
,2
4
9

5
,8
3
0

2
,0
6
8

1
6
,6
0
4

1
5
.3
2
%

8
,4
4
6
,4
4
6

2
4
.8
5
%

1
5
9
,8
3
4

4
,4
4
2
,9
8
8

3
,4
7
8
,2
2
3

3
3
0
,8
2
9

3
4
,5
7
2

9
,5
5
3
,7
6
4

△
1
1
.5
9
%

15
9,
83
4

4,
44
2,
98
8

11
4,
65
8

3,
47
8,
22
3

21
6,
17
1

34
,5
72

【
A
】

3
3
,9
9
0
,3
3
3
1
0
0
.0
0
%

1
5
9
,8
3
4

4
,6
3
4
,2
8
9

3
,8
5
8
,4
9
4

1
,1
4
7
,2
7
6

1
3
,4
3
8
,1
3
1

9
4
8
,0
7
0

4
1
8
,2
8
7

1
,6
0
8

6
,2
5
9
,9
7
1

5
6
,0
7
6

1
0
1
,1
2
6

2
,9
6
7
,1
7
1

3
3
,3
0
8
,5
1
8

2
.0
5
%

【
B
】

3
,3
2
1
,6
1
1

－
5
0
0
,0
3
6

9
3
7
,0
5
2

1
,8
8
4
,5
2
3

3
,2
9
0
,0
7
2

0
.9
6
%

【
A
＋
B
】

3
7
,3
1
1
,9
4
4

－
1
5
9
,8
3
4

4
,6
3
4
,2
8
9

3
,8
5
8
,4
9
4

1
,6
4
7
,3
1
2

1
4
,3
7
5
,1
8
3

9
4
8
,0
7
0

4
1
8
,2
8
7

1
,6
0
8

8
,1
4
4
,4
9
4

5
6
,0
7
6

1
0
1
,1
2
6

2
,9
6
7
,1
7
1

3
6
,5
9
8
,5
9
0

1
.9
5
%

(単
位
：千

円
)

施
策
体
系

部
署
別
事
業
費

平
成
２
５
年
度

事
業
費

対
H
２
５

伸
び
率

１
　
安
心
し

て
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
ま

ち

1
．
健
康
に
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る

2
．
一
人
一
人
を
大
切
に
す
る
ま
ち
を
つ
く
る

２
　
安
全
で

暮
ら
し
の
環

境
が
整
っ
た

ま
ち

1
．
防
災
防
犯
に
努
め
、
安
全
な
ま
ち
を
つ
く
る

2
．
ま
ち
の
基
盤
を
整
え
、
暮
ら
し
の
空
間
を
つ
く
る

３
　
心
豊
か

な
人
を
育
む

子
育
て
し
や

す
い
ま
ち

1
．
「
輪
」
と
「
和
」
で
子
育
て
す
る
ま
ち
を
つ
く
る

2
．
一
人
一
人
が
輝
き
、
生
き
が
い
を
め
ざ
す
人
を
育
む

４
　
田
園
景

観
や
伝
統

行
事
の
継

承
と
新
た
な

文
化
を
育

む
ま
ち

1
．
命
を
育
む
豊
か
な
森
と
水
を
未
来
に
つ
な
ぐ

2
．
良
好
な
環
境
を
保
全
し
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る

３
．
自
然
・
歴
史
文
化
を
生
か
し
た
ま
ち
を
つ
く
る

５
　
活
力
あ

る
産
業
を
興

し
、
ま
ち
の

資
源
を
生

か
す
ま
ち

1
．
日
本
一
の
農
業
の
都
、
丹
波
篠
山
を
め
ざ
す

2
．
も
の
づ
く
り
と
商
い
で
丹
波
篠
山
を
興
す

３
．
光
輝
く
「
ふ
る
さ
と
日
本
一
」
の
丹
波
篠
山
を
魅
せ
る

一
般
・
特
別
・
企
業
会
計
予
算
額

６
　
市
民
が

主
役
　
・
市

民
が
主
体

で
つ
く
る
ま

ち

1
．
市
民
と
市
の
関
係
を
築
き
、
市
民
主
役
の
ま
ち
を
つ
く
る

2
．
市
民
活
動
を
支
援
し
、
市
民
主
体
の
ま
ち
を
つ
く
る

そ
の
他
（
ど
の
施
策
に
も
位
置
付
け
ら
れ
な
い
内
部
管
理
事
務
な
ど
）

事
業
費
計

重
複
計
上
を
避
け
る
た
め
事
業
費
か
ら
控
除
し
た
各
会
計
間
の
繰
入
・
繰
出
金
等
の
事
業
費
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